












































































































































































































































































































































































116 5/11 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
117-118 5/12 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
119-123 5/15 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
124-127 5/16 10:30-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
128-132 5/17 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

133 5/18 08:50-10:20  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
134 5/18 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
135 5/19 10:30-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

136-140 5/22 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
141 5/23 10:30-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
142 5/23 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

143-147 5/24 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
148-151 5/25 08:50-16:10  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
152-153 5/26 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

154 5/26 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
155-159 5/29 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
160-164 5/30 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
165-169 5/31 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
170-171 6/1 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

172 6/1 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
173-174 6/2 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
175-179 6/5 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
180-184 6/6 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
185-189 6/7 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
190-191 6/8 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

192 6/8 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
193-194 6/9 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
195-199 6/12 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
200-204 6/13 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
205-209 6/14 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
210-211 6/15 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

212 6/15 16:20-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
213-214 6/16 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

215 6/16 14:40-16:10  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
216 6/19 08:50-10:20  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

217-219 6/19 13:00-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
220-224 6/20 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
225-229 6/21 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
230-231 6/22 08:50-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
232-233 6/22 14:40-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

234 6/23 10:30-12:00  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
235-239 6/26 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
240-244 6/27 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
245-249 6/28 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 

250 6/30 08:50-10:20  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
251-255 7/3 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
256-260 7/6 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 
261-265 7/7 08:50-17:50  卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ  ①・学習方法は各指導教員による。 



266-270 9/11 08:50-17:50 保健衛生学科

講義室1 
卒業研究Ⅱ 卒業研究発表会の

準備作業 
 発表会での各自の役割分担を決め

た上で、その準備作業を進める。 
271-275 9/12 08:50-17:50 保健衛生学科

講義室1 
卒業研究Ⅱ 卒業研究発表会  役割分担にしたがい、発表会の運

営を円滑に行う。 
 

授業内容 

研究内容と指導法は指導教員に一任する。 

１）研究テーマの選択 

研究指導者名，受け入れ人数，テーマ等の一覧を学生に提示し，学生の希望を尊重しつつ指導教員を決定する。 

２）研究期間は 4 年の前期とする。 

３）卒業研究論文の提出と研究発表 

卒業論文は A4 用紙の両面を用い，図表を含めて３枚以内。文献はおおむね 10 編以内。表紙は無し。用語は日本語を用い，文字は全て

印字をすることとし，文字，図，表ともそのまま製本できる状態であること。 

論文形式で，要旨，はじめに，方法，結果，考察，文献の順で記載すること。 

提出期限 

成績評価の方法 

指導教員による評価（80 点）と研究発表会における評価委員による評価（20 点）とを合わせて総合的に評価する。 

成績評価の基準 

総合的な評価が 60 点以上の場合を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

研究をするにあたり、本学の倫理研修を受講し、修了していること。修了していない場合は、卒業研究を行うことはできない。 

試験の受験資格 

研究指導教員の指示に従い十分な研究活動を行った場合に、評価を受ける資格を有する。 

参考書 

研究指導教員に指定された書籍・論文を参考にする。 

他科目との関連 

3 年生までに履修した様々な科目と，また大学院進学後の様々な科目とも関連がある。 

履修上の注意事項 

所属する研究室のきまりや約束事を必ず守ること。遅刻をしないこと。研究には積極的に参加すること。 

備考 

卒業研究指導者となることができるのは，本学生体検査科学専攻の教員および，保健衛生学科の教育に関わった実績のある教員とす

る。 

連絡先（メールアドレス） 

星 治 ： o-hoshi.aps@tmd.ac.jp  

オフィスアワー 

星 治 ：オフィスアワーは特に定めない。事前にメールで連絡を。 

湯島キャンパス３号館１６階 

 



選択科目/自由科目 



選択科目および自由科目の履修について 

１．選択科目 

東京医科歯科大学医学部履修規則別表1，保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程に記載されてい

るとおり，選択科目は第2学年，第3学年，または第4学年において，合計6単位以上修得しなければなら

ない。第4学年においては，そのうち2単位以上修得しなければならない。 

なお，今年度開講選択科目一覧の表の中の選択科目以外に，四大学連合複合領域コースとして開講さ

れている科目の中の，東京工業大学または一橋大学の教員による講義を受講した場合に，それらの科目

を4単位を上限として選択科目の一部とみなすことができる。その際には，あらかじめ定められた出願

受付期間中（4月上旬）に複合領域コースの「願書」と「履修届」を提出しておくことが必要であり，

詳細は教務係に問い合わせること。 

また，臨地実習の時間帯に選択科目を受講することはできないが，卒業研究の時間帯には指導教員の

了解を得た上で受講することができる。 

２．自由科目 

自由科目は卒業要件に含まれない。第4学年においては卒業研究の時間帯に指導教員の了解を得た上で

受講してもよい。 

３. 受講手続（1. 2.共通）

1) 履修登録

「前期・通年開講科目」及び「後期開講科目」共，それぞれの学期の初めの定められた期間に履修登

録すること。

2) 履修科目の変更

教務係が登録内容を集計し，申請状況を掲示するので，登録の誤りがある場合は，指定された期間内

に教務係に申し出ること（以後変更不可）。 

3) 授業

各科目とも，学期最初の授業より出席をとるので，履修予定の科目については最初から出席すること。 

［補足説明］ 

・ 選択科目および自由科目は，履修登録を行わなければ履修することができない。

・ 複合領域コースの科目を受講するためには，複合領域コースの「願書」と「履修届」の提出が必要。



2023.4.3

選択科目・自由科目は、履修登録を行わなければ履修することができません。

履修登録前に、「選択科目および自由科目の履修について」と対象科目のシラバスをよく読んでください。

（抜粋※選択科目は第2学年，第3学年，または第4学年において，合計6単位以上修得しなければならない。

※第4学年においては，そのうち2単位以上修得しなければならない。）

【申請場所】・・・webclass⇒教務係等からのお知らせ⇒選択科目⇒ 2023年度 前期選択科目 履修登録フォーム

(事務連絡先) 保健衛生教務係

gakumu2.adm@tmd.ac.jp

２０２３年度開講　選択科目・自由科目一覧【検査技術学専攻】

１．選択科目　※四大学連合複合領域コース開講科目の履修について・・・今回は登録対象ではありません。

番号 授業科目
単位認定教員

（所属）
主な開講

日時
単位

今年度
履修可能

学年

1 遺伝学
田中　敏博
　難治疾患研究所
　（疾患多様性遺伝学分野）

水曜５限 1 ２・３・４

2 English for Health Care Sciences（Ⅰ）
柿沼　晴
　医歯学総合研究科
　（疾患生理機能解析学分野）

月曜５限 1
２・４

（12名程度）

3 生体医工学
三林　浩二
　生体材料工学研究所

（センサ医工学分野）
水曜３限 2 ３

4 分子生物学
後藤　利保
　難治疾患研究所
（分子細胞生物学分野）

金曜１限 1 ２・３・４

5 心電図判読
柿沼　晴
　医歯学総合研究科
　（疾患生理機能解析学分野）

月曜１限 1 ３・４

6 心臓生理学
笹野　哲郎
　医歯学総合研究科
　（循環制御内科学分野）

月曜２限 1 ３・４

7 アドバンスド生理機能検査学
柿沼　晴
　医歯学総合研究科
　（疾患生理機能解析学分野）

月曜１限 1 ３・４

8 English for Health Care Sciences（Ⅱ）
柿沼　晴
　医歯学総合研究科
　（疾患生理機能解析学分野）

水曜４限 1
２・３

（12名程度）

9
Learning Medical English
(2019年度入学者からは選択科目)

大川　龍之介
　医歯学総合研究科
　（臨床分析・分子生物学分野）

水曜
４・５限

1
２・３・４

(看護･検査合わせて
12名)

10 AI 実践演習
角　勇樹
　医歯学総合研究科
　（生命情報応用学分野）

木曜
５限

1 ２・４

11 生命理工学概論
伊藤　南
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

火曜
３・４限

1 ２・３

４
(上限)

２・３・４

２．自由科目　※短期海外研修Ａ～Ｄの履修について・・・今回は登録対象ではありません。

番号 授業科目
単位認定教員

（所属）
主な開講

日時
単位

今年度
履修可能

学年

3
短期海外研修Ａ
登録は渡航が許可されてからしてくださ
い。

西尾　美和子
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

1 1

4
短期海外研修Ｂ
登録は渡航が許可されてからしてくださ
い。

西尾　美和子
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

1 ２

5
短期海外研修Ｃ
登録は渡航が許可されてからしてくださ
い。

西尾　美和子
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

1 ３

6
短期海外研修Ｄ
登録は渡航が許可されてからしてくださ
い。

西尾　美和子
　医歯学総合研究科
　（血液・生体システム解析学分野）

1 ４

後
期

2
Learning Medical English
(2018年度入学者までは自由科目)

大川　龍之介
　医歯学総合研究科
　（臨床分析・分子生物学分野）

水曜
４・５限

1
２・３・４

(看護･検査合わせて
12名)

上記科目のほか、全学科共通科目については科目ごとに連絡します。

選択科目履修登録について

【申請方法】・・・webclass より申請

前
期

後
期

四大学連合複合領域コース開講科目

通
年



＜選択科目＞ 



時間割番号 013025 

科目名 遺伝学 科目 ID MT-490200-L 

担当教員 田中 敏博[TANAKA TOSHIHIRO] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名:Human Genetics 

【科目責任者】田中 敏博 

主な講義場所 

2023 年度は遠隔講義を主とする。 

授業の目的、概要等 

遺伝学の一般的なイメージは、両親から受け継ぐ遺伝 (heredity) であろうが、1905 年に遺伝学 genetics という用語を初めて用いた 

Bateson が同じ書簡において遺伝学を heredity and variation と定義しているように、多様性 (variation) の学問でもある。近年ではむしろ

多様性の理解に重点が置かれている。例えば、ヒトゲノム計画において、生命の設計図であるヒトゲノム配列の全容が明らかになった後

に、ハップマップ計画において、ゲノム多様性のひとつの現れである一塩基多型 (SNP) のゲノム上の地図を作成し、個人間のゲノム配

列の違いが個人間のさまざまな多様性にどのように寄与しているかを解明する研究の礎となっている。大げさに言えば、この成果に基づ

き、「普遍性の科学」から「多様性の科学」へとパラダイムシフトが起こっている。 

十人十色という言葉があるように、ヒトは身長、体重、性格等、多様性を持つ。同様に、疾患のなりやすさや治療反応性、薬剤副作用にお

いても個人差がある。ヒトの多様性、疾患の多様性を遺伝学的側面から理解するための基礎となる知識を取得することが本科目の目的で

ある。 

授業の到達目標 

医療・医学の現場においてしばしばみられる「ヒトの多様性」「疾患多様性」を遺伝学的側面から理解するためのアプローチ方法につい

て、基本的知識を習得すること。 

1. 核酸の構造と遺伝子発現の基本原理について理解し、説明できる。 

2. 細胞と染色体の基礎について理解し、説明できる。 

3. 細胞間相互作用の基本原理と免疫系の生物学について理解し、説明できる。 

4. 哺乳類の初期発生、細胞分化、幹細胞について理解し、説明できる。 

5. 遺伝形式について理解し、説明できる。 

6. DNA を取り扱う上で用いられる主な手法について理解し、説明できる。 

7. 遺伝子とゲノムの構造と発現の解析について理解し、説明できる。 

8. 哺乳類細胞での遺伝子操作の原理について理解し、説明できる。 

9. ヒトゲノムの構造と機能について理解し、説明できる。 

10. 遺伝子の調節とエピゲノムについて理解し、説明できる。 

11. ヒトの遺伝的多様性について理解し、説明できる。 

12. ヒトの集団遺伝学について理解し、説明できる。 

13. 比較ゲノム学とゲノムの進化について理解し、説明できる。 

14. 人類の進化について理解し、説明できる。 

15. 染色体異常と構造バリアントについて理解し、説明できる。 

16. 分子病理学について理解し、説明できる。 

17. 単一遺伝子疾患の遺伝子のマッピングおよび同定について理解し、説明できる。 

18. 複雑疾患：感受性因子の同定と発症機序について理解し、説明できる。 

19. がんの遺伝学・がんゲノムについて理解し、説明できる。 

20. 医療と法医学での遺伝学的検査について理解し、説明できる。 

21. モデル生物と疾患のモデル化について理解し、説明できる。 

22. 遺伝学的アプローチによる疾患治療について理解し、説明できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方

法・その他 
1 4/19 16:20-17:50 遠隔授業 DNA, 染色体、 １．核酸の構造と遺伝子発現の基本原理  永田 有希 【到達目標】1,2,3,4,5   



（非同期型） 細胞、発生、遺

伝の基礎 
２．細胞と染色体の基礎  ３．細胞間相互作

用の基本原理と免疫系の生物学  ４．哺乳類

の初期発生、細胞分化、幹細胞  ５．遺伝形

式 

【学習方法】非同期

ビデオ 

2 5/10 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
ゲノムの理解

（前半） 
１．DNA を取り扱う上で用いられる主な手法  

２．遺伝子とゲノムの構造と発現の解析  ３．

哺乳類細胞での遺伝子操作の原理 

永田 有希 【到達目標】6,7,8   

【学習方法】非同期

ビデオ 
3 5/17 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
ゲノムの理解

（後半） 
１．ヒトゲノムの構造と機能を明らかにする  

２．遺伝子の調節とエピゲノム 
永田 有希 【到達目標】9,10   

【学習方法】非同期

ビデオ 
4 5/24 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
個人間、種間

の遺伝的多様

性（前半） 

１．ヒトの遺伝的多様性の概要  ２．ヒトの集

団遺伝学 
竹本 暁 【到達目標】11,12   

【学習方法】非同期

ビデオ 
5 5/31 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
個人間、種間

の遺伝的多様

性（後半） 

１．比較ゲノム学とゲノムの進化  ２．人類の

進化 
竹本 暁 【到達目標】13,14   

【学習方法】非同期

ビデオ 
6 6/19 14:40-16:10 遠隔授業

（非同期型） 
ヒトの遺伝性

疾患（分子病理

学） 

１．染色体異常と構造バリアント  ２．分子病

理学：表現型と遺伝型をつなぐ 
竹本 暁 【到達目標】15,16   

【学習方法】非同期

ビデオ 
7 6/20 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
ヒトの遺伝性

疾患（疾患遺伝

子の同定） 

１．単一遺伝子疾患の遺伝子のマッピングお

よび同定  ２．複雑疾患：感受性因子の同定

と発症機序の理解 

田中 敏博 【到達目標】17,18   

【学習方法】遠隔授

業 
8 6/20 16:20-17:50 遠隔授業

（非同期型） 
ヒトの分子遺

伝学の応用 
１．がんの遺伝学・がんゲノム   ２．医療と

法医学での遺伝学的検査   ３．モデル生物

と疾患のモデル化   ４．遺伝学的アプロー

チによる疾患治療 

森田 圭一 【到達目標】

19,20,21,22   

【学習方法】非同期

ビデオ 
 

授業方法 

zoom による授業（非同期あるいは同期）を実施する。 

教科書をもとに講義する。グループ討論を行う授業がある。 

対面授業や同期授業の場合は授業中の質問を受ける。 

授業後のメールでの質問も受ける。 

COVID-19 等感染症対策は大学の方針に従う。 

授業方法の変更等が必要な場合は事前に告知する。 

成績評価の方法 

授業への出席点(8 点ｘ8 コマ）とレポート(36 点)による。 

出席点について 

 遠隔授業の場合は、最初から最後まで授業に参加しているログが確認できた場合に認める。 

 グループ討論の際の積極性により、加点することがある。 

レポートについて 

 レポートの課題は「遺伝学的多様性と医療」とする。分量は問わない。詳細は７コマ目の授業の際に伝える。 

 6 月末日までに、科目責任者にメールへの添付ファイルの形で送信すること。 

成績評価の基準 

A+：90 点以上 

A：80-89 点 

B：70-79 点 

C：60-69 点 

準備学習等についての具体的な指示 

本講義は以下の教科書の内容に沿って行う。あらかじめ目を通して、専門用語の意味などの基本的な事項については理解しておくことが

必要である。 



試験の受験資格 

試験は行わない。出席点およびレポートの評点により評価する。 

教科書 

ヒトの分子遺伝学／トム・ストラッチャン, アンドリュー・リード著 ; 戸田達史, 井上聡, 松本直通監訳,Strachan, T.,Read, A. P. (Andrew),戸田, 

達史,井上, 聡,松本, 直通,：メディカル・サイエンス・インターナショナル，2021 

他科目との関連 

「遺伝子・染色体検査学」、「分子生物学」、「生化学」、「遺伝子検査学実習」等を受講することにより，本講義の理解をより一層深めることが

できると思われる。 

連絡先（メールアドレス） 

田中 敏博:ttana.brc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

田中 敏博:毎週火曜日 11:00-13:00 M&D タワー8 階 疾患バイオリソースセンター教授室・教員室 

 



時間割番号 013026A 

科目名 生体医工学 科目 ID MT-390100-L 

担当教員 三林 浩二, 飯谷 健太, 橋本 良秀, 岸田 晶夫, 木村 剛, 中島 義和, 小野木 真哉, 杉野 貴明, 梶 弘和, 池

内 真志, 梨本 裕司, 堀 武志[MITSUBAYASHI KOJI, IITANI Kennta, HASHIMOTO YOSHIHIDE, KISHIDA AKIO, 

KIMURA TSUYOSHI, NAKAJIMA Yoshikazu, ONOGI Shinnya, SUGINO Takaaki, KAJI Hirokazu, IKEUCHI Masashi, 

NASHIMOTO YUJI, HORI Takeshi] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 3 単位数 2 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Biomedical Engineering 

【科目責任者】三林浩二 

主な講義場所 

2023 年度は遠隔講義を主とする。 

状況により登校へ変更の可能性がある。 

授業の目的、概要等 

・工学を医学へ応用する境界領域としての生体医工学について、検査や治療用医療機器から再生医療工学にわたる広い分野を学び、当

該領域の情報や技術を理解する。 

・電子工学，機械工学，計測工学、細胞工学、高分子化学などの考え方の基本を修得する。

・生体医工学について現状を把握し、当該領域の進展に応じて自ら好奇心を以って理解を進めることができる基礎能力を身につける。

授業の到達目標 

1)学修者は、医工学領域の一般的な情報や技術を理解できる。 

2)学修者は、医工学に関心をもって、当該領域の実験や簡単な研究に取り組むことができる。 

3)学修者は、一般的な医工学の記事や情報を把握し、ディスカッションができる。 

4)学修者は、簡単な医工学機器や装置について、その役割や機能を理解できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他

1 4/12 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

ガイダンス/

生体医工学

の概要

シラバス及び講

義の進め方、成

績について/生体

医工学について

三林 浩二 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習

2 4/19 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

生体ガス計

測

生体ガスの高感

度計測とイメージ

ング

飯谷 健太 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習

3 5/10 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型）

循環器系人

工臓器

人工心臓、人工

血管、心臓弁な

ど

橋本 良秀 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習

4 5/10 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

物質交換系

人工臓器

人工肺、透析な

ど

岸田 晶夫 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習

5 5/17 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

再生医療工

学入門

再生医療の基礎

と最新の成果

木村 剛 【到達目標】1)～4)    

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）    

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習

6 5/24 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型）

生体イメー

ジング

生体イメージング

基礎（X-ray 画像

撮影、X-ray CT 

中島 義和 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   



画像撮影、MRI、

超音波診断画像

撮影、生体光学

画像計測） 

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 

7 5/31 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
コンピュータ

統合手術支

援 

手術ナビゲーシ

ョン・ロボット支援

における空間統

合法と、画像解析

結果の応用 

小野木 真哉 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 

8 6/7 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
人工知能生

体解析 
生体信号・画像解

析法と生体モデ

リング、それらの

医療応用 

杉野 貴明 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 
9 6/14 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
ドラッグデリ

バリーシス

テムと細胞

組織工学 

ドラッグデリバリ

ーシステムと細

胞組織工学の基

礎と最近の研究

動向 

梶 弘和 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 

10 6/21 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
微細加工と

マイクロ流

体デバイス 

微細加工とマイク

ロ流体デバイス

の基礎とバイオ

応用 

梨本 裕司 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 
11 6/21 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
生体模倣シ

ステム 
生体模倣システ

ムの基礎と最近

の研究動向 

堀 武志 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 
12 6/28 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
顕微計測 光学顕微鏡、電

子顕微鏡、原子

間力顕微鏡の原

理と生命科学に

おける応用 

池内 真志 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 

13 6/28 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
精密医工学 精密加工・操作技

術の基礎と低侵

襲医療機器への

応用 

池内 真志 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 
14 7/12 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
生体分子ロ

ボティクス 
生体分子を利用

したナノ構造デ

バイスの作製技

術と生命科学へ

の応用 

池内 真志 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 

15 7/12 13:00-14:30 遠隔授業

（同期型） 
センサ医工

学とまとめ 
新たなセンサ計

測と「生体医工

学」のまとめ 

三林 浩二 【到達目標】1)～4)   

【学習方法】PBL（Problem-based Learning：問題基

盤型学習）   

【事前学習】WebClass 配付資料＆課題による学習 
 

授業方法 

事前配布の資料や課題そして参考資料に基づき、講義(PBL:Problem-based Learning)を行う。 

当該領域の新たな情報を紹介し、理解を深めると共に、その意義や問題点を考える。 

また事前課題についてフィードバックを行う。 

 



授業内容 

生体医工学の授業内容 

①ガイダンス/生体医工学の概要、②生体ガス計測、③循環器系人工臓器、④物質交換系人工臓器、⑤再生医療工学入門、⑥生体イメー

ジング、⑦コンピュータ統合手術支援、⑧人工知能生体解析、⑨微細加工とマイクロ流体デバイス、⑩細胞組織工学、⑪ソフトマターと医

工学、⑫顕微計測、⑬ドラッグデリバリーシステム、⑭精密医工学、⑮センサ医工学とまとめ 

成績評価の方法 

（1）学期末筆記試験（またはレポート）の成績と（2）授業・課題への取組みにより評価する。 

成績評価の基準 

（1）学期末筆記試験の成績（100 点満点）に、（2）授業・課題への取組み（最大20 点）として、総合的に評価（以下の基準）する。総合成績が

60 点以上のものを合格とし、評点を決める。期末試験が合格に満たないものは再試験を実施する。再試験合格者は 60 点とする。 

A+＝90～100 

A＝80～89 

B＝70～79 

C＝60～69 

D＝60 未満 

F＝期末試験を未受験（講義に 10 回（2/3）以上の出席がない場合） 

準備学習等についての具体的な指示 

配布資料および参考資料にて事前学習する。 

また最新の生体医工学に関する情報を科学雑誌や web ソースより入手し、準備学習する。 

試験の受験資格 

講義に 10 回（2/3）以上の出席をした者に限る。 

教科書 

教科書に相当する資料や最新情報を配布し、授業に用いる。 

参考書 

「非接触」が拓く新しいバイタルモニタリング = Non-Contact Vital Signs Monitoring : 革新的な健康管理と医療・介護への応用／三林浩二 

監修,三林, 浩二,：シーエムシー出版，2021 

テレワーク社会を支えるリモートセンシング = Advanced remote sensing for supporting telework／三林浩二 監修,三林, 浩二,：シーエムシ

ー出版，2021 

酵素トランスデューサーと酵素技術展開 = Enzyme transducers and evolutions of enzymatic technology : 酵素センサ, バイオ電池, そして

酵素処理応用 (食品, 医薬, 修復)／三林浩二 監修,三林, 浩二,：シーエムシー出版，2020 

Chemical, gas, and biosensors for internet of things and related applications／edited by Kohji Mitsubayashi, Osamu Niwa, Yuko Ueno,三林, 浩

二,Niwa, Osamu. [丹羽修],Ueno, Yuko. [上野祐子],：Elsevier，2019 

代謝センシング = Metabolic sensing : 健康, 食, 美容, 薬, そして脳の代謝を知る／三林浩二 監修,三林, 浩二,：シーエムシー出版，2018 

生体ガス計測と高感度ガスセンシング/ 三林浩二監修／三林, 浩二,：シーエムシー出版，2017 

スポーツバイオ科学と先進スポーツギアの開発／三林浩二監修,三林, 浩二,：シーエムシー出版，2015 

スマート・ヒューマンセンシング : 健康ビッグデータ時代のためのセンサ・情報・エネルギー技術／三林, 浩二,：シーエムシー出版，2014 

ヴィジュアルでわかるバイオマテリアル／古薗勉, 岡田正弘編著,古薗, 勉,岡田, 正弘,：学研メディカル秀潤社，2018 

人工臓器イラストレイティッド／日本人工臓器学会編集,日本人工臓器学会,：はる書房，2007 

他科目との関連    特になし 

履修上の注意事項   3 年生履修科目 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

参照ホームページ 

【アクティブラーニングの種類】   PBL（Problem-based Learning) 

連絡先（メールアドレス） 

三林 浩二:m.bdi@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

三林 浩二:毎週月曜日 AM.11:00-PM.12：00 ２１棟(生材研）５階503B 室 



時間割番号 013093 

科目名 生命理工学概論 科目 ID MT-130901-L 

担当教員 伊藤 南, 影近 弘之, 玉村 啓和, 位髙 啓史, 川下 将一, 横井 太史, 松元 亮[ITO MINAMI, KAGECHIKA 

HIROYUKI, TAMAMURA HIROKAZU, ITAKA Keiji, KAWASHITA Masakazu, YOKOI Taishi, MATSUMOTO AKIRA] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 2～3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Practice of Medical Sciences 

【科目責任者】伊藤 南 

主な講義場所 

３号館８階、保健衛生学講義室2 

授業の目的、概要等 

医療の目的は疾患の治療だけではなく、総合的かつ多面的にヒトの QOL 向上を図ることにある。また保健医療の現場においては専門の

枠を超えた問題意識の共有が必要となる。そのために、様々な分野について広く興味、感心を持つ必要がある。臨床検査を学ぶにあた

り、治療や臨床研究のみならず、様々な医用デバイスや生体素材の開発との関連性に着目して頂きたい。この講義は約一ヶ月の短期集

中型のプログラムとし、本学生体材料工学研究所に所属する教員により、創薬や生体素材開発に関連する研究を俯瞰する講義を行う。単

に知見を広げるだけではなく、将来のキャリアパスを考える上で参考になることを期待する。 

授業の到達目標 

1)創薬や生体素材開発に関連する研究の最新事情を学び、相互に理解する基盤とする。2)臨床検査との関連性を通じて、臨床検査の発

展性とその方向について考える。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 12/5 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
生命理工概論の概

要／ケミカルバイ

オロジー概論 

生命理工学とケミカル

バイオロジー研究 
影近 弘之 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
2 12/5 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
医薬化学研究と創

薬 
メディシナルケミスト

リーの基礎 
影近 弘之 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
3 12/1

2 
13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
創薬とバイオミメテ

ィックⅠ 
バイオミメティックの

化学と中分子・低分子

創薬 

玉村 啓和 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
4 12/1

2 
14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
創薬とバイオミメテ

ィックⅡ 
バイオミメティックの

化学と中分子・低分子

創薬 

玉村 啓和 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
5 12/1

9 
13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
核酸分子を用いた

創薬 
核酸医薬、mRNA医

薬、mRNA ワクチン 
位髙 啓史 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
6 12/1

9 
14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
ソフトマターとドラッ

グデリバリーシス

テム 

 松元 亮 【到達目標】1),2)   

【学習方法】対面講義   

【事前学習】事前に配布する講義資料

に目を通しておくこと 
7 1/9 13:00-14:30 保健衛生学

科講義室2 
バイオマテリアル I 骨修復用バイオマテ

リアルとがん治療用

バイオマテリアル 

川下 将一 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
8 1/9 14:40-16:10 保健衛生学

科講義室2 
バイオマテリアル II リン酸カルシウム系

バイオマテリアル 
横井 太史 【到達目標】1),2)  

【学習方法】対面講義  

【その他】講義資料の事前配布 
 

 

授業方法 



対面形式での講義を実施する。授業方法は各講師により異なるので、指示に従うこと。コロナ肺炎等の感染症対策は大学の方針に従う。

状況により授業方法の変更等がある場合は随時連絡する。 

授業内容 

1. 影近弘之「生命理工概論の概要／ケミカルバイオロジー概論／医薬化学研究と創薬」 

2. 玉村啓和「創薬とバイオミメティックⅠ・Ⅱ」 

3. 位髙啓史 「核酸分子を用いた創薬」 

4. 松元亮「ソフトマターとドラッグデリバリーシステム」 

5. 川下将一「骨修復用バイオマテリアルとがん治療用バイオマテリアル」 

6. 横井太史「リン酸カルシウム系バイオマテリアル」 

成績評価の方法 

講義への積極的な参加を期待する。全講義終了後に２件のレポートを提出する。 

１. 担当教員からの指示に従ってレポートを提出する。 

２. 講義を担当した教員を２人選び、それぞれの講義について、①講義内容の要約、②講義中にあなたが注目したこと（あるいは疑問に

思ったこと）、注目した理由、それに対するあなたの考え（意見、提案）、③講義でもっと聴きたいと思ったこと、を A4 レポート用紙 1～2 ペ

ージにまとめ、指定された期日までに科目責任者に提出する。 

成績評価の基準 

講義担当者へ提出するレポートと科目責任者に提出するレポートをもとに評価する。到達目標に達したものは60点、優れたものは80点、

希に優れたものは 100 点を目安に評価する。講義への参加状況を考慮する。担当教員の評価を合算したのち、総合成績（１００点満点）に

換算して評点とする。総合成績が６０点以上のものを合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

随時、各担当教員より指示する。事前に配布する講義資料に目を通しておくこと 

試験の受験資格 

オムニバス形式の実習であるので、原則としてすべての講義に出席することを求める。出席の確認は各講師の指示に従うこと。講義の無

断欠席や無断早退が認められた場合には出席の用件を満たさないものとすることがある。特段の理由があると認められる場合には、代

替法について担当教員から指示する。全体として 2/3 以上の出席が認められなければ評価しない。 

教科書 

特に指定しない。 

他科目との関連 

生体医工学（三林 浩二、２単位）の生体計測デバイス関する講義と合わせて、生体材料研究所に関連する研究トピックスをカバーする。 

履修上の注意事項 

随時、各担当教員より指示する。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

伊藤 南:minami.bse@tmd.ac.jp、  

オフィスアワー 

伊藤 南:３号棟１６階 生体機能支援システム学教授室 

随時対応しますので、事前にメール等で連絡して下さい。 

 



時間割番号 013029 

科目名 分子生物学 科目 ID MT-493200-L 

担当教員 後藤 利保[GOTO TOSHIYASU] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Molecular Biology 

【科目責任者】後藤 利保 

遺伝情報の維持、複製、発現の基本的なしくみを理解し、生命現象を遺伝子発現制御の観点から考える力を身につける。 

主な講義場所 

zoom を用いた同期型オンライン授業、及び、講義室2 での対面授業。 

授業の目的、概要等 

分子生物学は分子を通して、生命現象を理解する学問である。分子生物学の基本的知識無くしては先端的な医学や生物学の理解は覚束

ない時代となっている。分子生物学を含む生命科学の最前線は日々急速に前進しているので、教科書には記載されていない最新の話題

も交えて、解り易く講義する。 

授業の到達目標 

クロマチン修飾、転写、RNAプロセシング、翻訳などの遺伝子発現制御機構や、DNAの修復、複製などの遺伝情報維持機構の基本的なし

くみを分子レベルで理解する。 

さまざまな遺伝子発現制御が個体発生や老化などの生命現象にどのように関わっているのかを理解する。 

１）生物を物質として捉え、基礎的な遺伝情報の転写、翻訳に関わる物質を説明できる。 

２）mRNA の転写制御機構の概要を説明できる。 

３）DNA の複製機構やテロメアの構造と維持の機構、がん化や老化との関連を説明できる。 

４）真核生物の mRNA の転写開始に関わる機構を説明できる。 

５）真核生物の mRNA の転写後プロセシングや細胞内局在の制御機構の概要を説明できる。 

６）DNA の損傷と修復機構の概要を説明できる。ゲノム編集の概要を説明できる。 

７）mRNA の核外輸送、細胞内局在、翻訳機構について説明できる。 

８）mRNA の品質管理機構、非コード RNA の機能、エピジェネティックな制御機構の概要を説明できる。 

これらの基礎知識を基にして、最新の分子生物学関連の記事や原著論文を自身で通読できる能力を身につけることを最終目標とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/28 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
遺伝子発現制

御機構概論 
生物を物質として捉え、基礎的

な遺伝情報の転写、翻訳に関

わる物質について概説する 

後藤 利保 【到達目標】 １）  

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
2 5/12 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室2 

メッセンジャー

RNA の転写 
原核生物および真核生物にお

けるメッセンジャーRNA の転写

制御機構について概説する 

後藤 利保 【到達目標】 2）   

【学習方法】 対面講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 

3 5/19 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
がん化・老化

の遺伝子発現

制御 

DNA の複製、テロメアの構造と

維持機構について概説し、が

ん化・老化との関連を概説する 

後藤 利保 【到達目標】 3）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
4 6/2 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
メッセンジャー

RNA の転写開

始 

真核生物の mRNA の転写開始

に関わる機構について概説す

る 

後藤 利保 【到達目標】 4）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
5 6/13 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
メッセンジャー

RNA のプロセ

シング 

真核生物の mRNA の転写後プ

ロセシングや細胞内局在の制

御機構の概要について概説す

後藤 利保 【到達目標】5）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試



る 験問題を提出（詳細は別記） 
6 6/16 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
DNA の損傷と

修復 
DNA の損傷の種類やその修復

機構について概説する。遺伝

子工学のツールとしてのゲノム

編集について概説する 

平岡 優一 【到達目標】 6）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
7 6/23 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
メッセンジャー

RNA のプロセ

シング後の機

構と翻訳 

mRNA の核外輸送、細胞内局

在、翻訳機構について概説す

る 

後藤 利保 【到達目標】 7）   

【学習方法】 遠隔講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
8 6/30 08:50-10:20 保健衛生

学科講義

室2 

mRNA の品質

管理機構、及

び、非コード

RNA の機能 

mRNA の品質管理、その他の

非コード RNAの転写や機能、

エピジェネティックな転写制御

機構について概説する 

後藤 利保 【到達目標】 8）   

【学習方法】 対面講義   

【その他】 授業後に自作の試

験問題を提出（詳細は別記） 
 

授業方法 

zoom 上で、スライドを用いた同期授業、及び、講義室にて対面授業を行う。 

アクティブラーニングとして、学生による試験問題の作成と解答を実施する（通常試験とは別に各自の個別の試験として通常試験時に別

途解答していただく）。 

授業の内容から学生が各自、自分に対して試験問題を１題作成し、その試験問題を各授業終了後、当日中にメールで担当教員（後藤利

保）に出題する。解答として何を書くかまでを考えて、自らに出題すること。 

ただし、以下の試験問題は採用しない。 

１、翌日以後に着信したメールに書かれた試験問題 

２、欠席した日に着信したメールに書かれた試験問題 

３、授業の内容から逸脱した試験問題 

授業内容 

授業スケジュールを参照。 

成績評価の方法 

筆記試験（通常） 

多肢選択式問題 20 題 各1 点 合計20 点 

記述式問題 4 題 各10 点 合計40 点 

筆記試験（個別） 

各授業日に提出した自らへの試験問題 8 題 各5 点 合計40 点 

合計で 90 点以上で A+、80 点以上で A、70 点以上で B、60 点以上で C、60 点未満で不可とする。 

不可の場合の追試やレポート提出は行いません。 

成績評価の基準 

自分自身による試験問題の作成と解答を通して、講義内容を理解しているか。 

分子生物学の基本的な知識を習得できているか。 

講義の内容を理解し自分の言葉で表現できているか。 

準備学習等についての具体的な指示 

講義が始まるまでの期間に準備は必要ないが、講義を受けたら、該当する内容について、例示の参考書など大学レベルの内容の書籍を

読んで次の週までに復習し、講義で配布された小テストに自分で解答できるようにすること。図書館等で必要な文献等を読み、辞書等を

引き、それでも不明な点は教員に積極的に質問するなど、受講者個人の講義外での活動に期待している。遺伝学など他の講義とも密接

に関わるので、科目相互の連関にも目を配り、生命現象を分子レベルで理解して自分の言葉で説明できるよう、理解を深めること。 

試験の受験資格 

講義に 5 回以上出席すること。 

zoom での出席は、講義を最初から最後まで参加しているログが確認出来た場合。 

参考書 

分子細胞生物学／H. Lodish [ほか著],Lodish, Harvey F.,Berk, Arnold,Kaiser, Chris,Krieger, Monty,Bretscher, Anthony,Ploegh, Hidde L.,Amon, 

Angelika,Martin, Kelsey C.,榎森, 康文,堅田, 利明,須藤, 和夫(1947-),富田, 泰輔,仁科, 博史,山本, 啓一(1948-),：東京化学同人，2019-12 

細胞の分子生物学／Bruce Alberts [ほか] 著 ; 青山聖子 [ほか] 翻訳,Alberts, Bruce,Johnson, Alexander D.,Lewis, Julian,Morgan, David 



Owen,Raff, Martin C.,Roberts, K. (Keith),Walter, Peter,青山, 聖子,斉藤, 英裕,滋賀, 陽子,田口, マミ子,滝田, 郁子,中塚, 公子,羽田, 裕子,船田, 

晶子,宮下, 悦子,中村, 桂子,松原, 謙一,：ニュートンプレス，2017 

ワトソン遺伝子の分子生物学／James D. Watson [ほか] 著 ; 滋賀陽子 [ほか] 訳,Watson, James Dewey,Baker, Tania,Bell, Stephen 

P.,Gann, Alexander,Levine, Michael S.,Losick, Richard,滋賀, 陽子,滝田, 郁子,羽田, 裕子,宮下, 悦子,中村, 桂子,：東京電機大学出版局，2017 

遺伝子発現制御機構―クロマチン，転写制御，エピジェネティクス／田村隆明・浦聖恵 編著：東京化学同人，2017 

基礎分子生物学／田村隆明, 村松正實 著,：東京化学同人，2016 

分子生物学の幅広い基礎知識を得る上では、各自でできるだけ新しい本を参考書として購入することを薦める。ここに紹介した日本語訳

のものより英語版の方が新しい版を入手できる可能性がある。大学院への進学を考える者には在学中に少なくとも１冊を通読することを

薦める。 

他科目との関連 

これまで他科目で学習したあるいは今後学習するすべての生命現象を遺伝子の発現制御の視点から考察できるよう、この科目の理解を

深めてもらいたい。 

履修上の注意事項 

分子生物学や細胞生物学などの実験系の研究室で大学院に進みたい、あるいはバイオテクノロジー関連のベンチャーなどで働くことを

考慮している学生諸君に受講を薦めたい。自ら率先して質問や討論をするような、講義への積極的な参加を希望する。 

備考 

ただ単なる出席点ではなく、その代わりとなるように、アクティブラーニングの一環として、各講義終了後に自作の試験問題を提出してもら

うようにしている。試験日に個別試験として自作の試験の解答にて最終的な評価としている。 

改善点として、自作問題の作成時に、必ず答えられるような質問を提出することを授業内で説明する。また、対面授業では質疑応答の時

間をできる限り増やす。 

参照ホームページ 

特になし。 

連絡先（メールアドレス） 

後藤 利保:後藤 利保：goto.mcb@mri.tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

後藤 利保:後藤 利保:平日8:15-17:00 

M&D タワー23 階 N-2311 号室 

 



時間割番号 013031 

科目名 心臓生理学 科目 ID MT-490500-L 

担当教員 笹野 哲郎[SASANO TETSUO] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 3～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Cardiac Physiology 

【科目責任者】笹野 哲郎 

授業の目的、概要等 

心臓が血液を循環するためのしくみを学ぶ。 

循環生理検査の際に、心電図判読で困らない程度の読解力を身につける。 

授業の到達目標 

(1) 心臓の電気生理学の基礎を説明できる。 

(2) 心電図の基礎と正常心電図が説明できる。 

(3) 健常心および病態における心電図波形の成り立ちが理解できる。 

(4) 不整脈心電図の見方が説明できる。 

(5) 運動負荷心電図・ホルター心電図を判読できる。 

(6) 心電図判読演習により、心電図が判読できる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 10/2 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
心臓生理学

（１） 
心臓電気生理の基

礎 
笹野 哲郎 【到達目標】(1)   

【学習方法】遠隔講義  【その他】 
2 10/16 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
心臓生理学

（２） 
心電図の基礎と正

常心電図 
笹野 哲郎 【到達目標】(2)   

【学習方法】遠隔講義  【その他】 
3 10/23 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
心臓生理学

（３） 
不整脈心電図 笹野 哲郎 【到達目標】(2)(3)   

【学習方法】遠隔講義  【その他】 
4 10/30 10:30-12:00 遠隔授業

（非同期型） 
心臓生理学

（４） 
運動負荷心電図・ホ

ルター心電図 
笹野 哲郎 【到達目標】(2)(4)   

【学習方法】非同期ビデオ  【その他】 
5 11/6 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
心臓生理学

（５） 
正常及び病態心に

おける心電図変化

とその成り立ち 

笹野 哲郎 【到達目標】(3)   

習方法】対面講義  【その他】 

6 11/27 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
心臓生理学

（６） 
心電図判読グルー

プ演習（1） 
笹野 哲郎 【到達目標】(2)(4)(6)   

【学習方法】グループワーク  【その他】 
7 12/11 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4 
心臓生理学

（７） 
心電図判読グルー

プ演習（2） 
笹野 哲郎 【到達目標】(2)(4)(6)   

【学習方法】グループワーク  【その他】 
8 12/18 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
心臓生理学

（８） 
心電図判読テスト 笹野 哲郎 【到達目標】(6)   

【学習方法】テスト  【その他】 
 

授業方法 

講義室での対面授業または Zoom による同期授業を原則とする。配付資料をもとに講義するが、配付資料は講義開始前までに WebClass

で公開する。講義中の質問に加えて、メールによる質問も受ける。講義の一部では、あらかじめ配布した問題に対するアクティブラーニン

グを行うほか、アンケートソフトを利用した質疑などを講義中に行う。 

授業内容 

心臓電気生理の基礎、心電図の基礎、不整脈・虚血性心疾患などの個別の心電図判読、ホルタ―心電図、運動負荷心電図、国家試験の

過去問演習 

成績評価の方法 

1) 第8 回の心電図判読テストの成績 

 テストを提出しない場合、不合格とする。 

2）講義中の小テストの成績 

 小テストは講義中の任意の時間に 1 回または複数回行う。回答しない場合は欠席と同様の扱いとし、成績評価から減点する。 



3）講義中の質問などの積極的参加状況 

 積極的な参加は加点対象とする。また、対面・Zoom ともに途中退出は欠席と同様の扱いとし、成績評価から減点する。 

成績評価の基準 

1) 心電図判読テスト 50 点満点 

2) 講義中の小テスト 50 点満点 

3) 参加状況については、内容に応じて加点対象とする。最大20 点 

  また欠席・途中退出は減点対象とする。最大50 点。 

準備学習等についての具体的な指示 

人体構造病学・生理検査学講義の心臓に関する箇所を十分理解して来ること。 

試験の受験資格 

試験は行わず、講義中の小テストを含む平常点とレポートにより評価する。出席は取らないが、小テストの提出状況と回答状況は評価の

対象とする。 

教科書 

目からウロコの心電図 = Don't worry, ECG interpretation.／古川哲史 著,：ライフメディコム，2011 

参考書 

：ライフメディコム 

そうだったのか!臨床に役立つ不整脈の基礎／中谷晴昭, 古川哲史, 山根禎一 著,：メディカル・サイエンス・インターナショナル，2012 

臨床薬理学／井上智子, 窪田哲朗編 ; 井上智子 [ほか] 執筆,井上, 智子,窪田, 哲朗,：医学書院，2017 

病態学/臨床検査医学総論／奈良信雄, 高木康,和田隆志 編：医歯薬出版，2021 

：新潮社 

：成美堂出版 

他科目との関連 

生理検査学講義の心電図の項目と相補的な内容となり、臨地実習における心電図判読とも関連します。 

履修上の注意事項 

同期型講義の際は、チャットでの質問を随時受け付けます。  疑問点は積極的に質問してください。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

笹野 哲郎 ： sasano.cvm@tmd.ac.jp  M&D タワー13 階南西角 

オフィスアワー 

笹野 哲郎 ： オフィスアワーは特に定めないが、事前連絡してから訪問すること。 

 



時間割番号 013075 

科目名 アドバンスド生理機能検査学 科目 ID MT-492600-L 

担当教員 柿沼 晴, 角 勇樹, 赤座 実穂, 山口 純司[KAKINUMA SEI, SUMI YUKI, AKAZA MIHO, YAMAGUCHI Junnji] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 3～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Advanced Physiological Laboratory Science 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

2023 年度はオンライン授業（Zoom または非同期）及び登校型の双方により実施する。 

時間割は変更の可能性があるので、webclass を随時確認すること。 

授業の目的、概要等 

生理検査学講義で扱わない最先端、あるいは高度な生理機能検査を学ぶ。 

これらを学ぶ事により、生体の仕組みに対する理解を深める。 

生理機能検査を通じて、疾患の病態生理についても学ぶ。 

授業の到達目標 

1)新規の生理機能検査の原理、結果評価について概説出来る。 

2)関連する疾患病態生理について概説出来る。 

後述のように、出席点を 50 点、レポート点を 50 点として評価し、総合成績で 90 点以上を A+、80 点以上を A、70 点以上を B、60 点以上を

C とする。 

レポートの成績評価は、各領域の講師が講義内容に基づいて判定する。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方

法・その他 
1 10/2 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

1 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclass に掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
2 10/16 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

2 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclass に掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
3 10/23 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

3 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclass に掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
4 10/30 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

4 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclass に掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
5 11/6 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室2 
アドバンスド生

理機能検査学

5 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclass に掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、対

面講義 
6 11/27 08:50-10:20 遠隔授業（同

期型） 
アドバンスド生

理機能検査学

6 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclass に掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、遠

隔講義 
7 12/11 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室4 
アドバンスド生

理機能検査学

7 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclass に掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、 

対面講義 
8 12/18 08:50-10:20 保健衛生学科

講義室2 
アドバンスド生

理機能検査学

8 

発展した内容の生理機能検査

について講義を行う。  詳細は

後日webclass に掲載する 

柿沼 晴, 角 勇樹,  

赤座 実穂, 山口 純司 
到達目標：1)2)   

学習方法:演習、対

面講義 
 

 



授業方法 

Zoom による同期型授業を中心とし、webclass を併用する場合がある。 

時間割は別途webclass に掲載するので確認すること。 

アクティブ・ラーニングが中心となっており、自学自習を行うことが必要である。 

授業内容 

消化器系検査、呼吸器系検査、神経・筋機能検査、循環器系検査、それを用いた病態生理などについて学ぶ。時間割は別途 webclass に

掲載する。 

成績評価の方法 

定期試験の実施はしない。 

授業の最終回終了後にレポート１通の提出をもって理解度を問う。レポートの課題は、初回の授業時に伝達する。出席評価 50 点、及び、

レポート評価50 点の合計点をもって最終評価とする。 

期限を過ぎて提出されたレポートは採点対象としない。従って、期限〆切後にレポートを提出しても、60 点以上は獲得できず不合格にな

ることに留意すること。 

成績評価の基準 

生理検査学の知識・理解の達成度、講義中の討論における参加を総合的に評価する。 

出席点を 50 点、レポート点を 50 点として評価し、総合成績で 90 点以上を A+、80 点以上を A、70 点以上を B、60 点以上を C とする。 

レポートの成績評価は、各領域の講師が講義内容に基づいて判定する。 

出席点は出席率をもって計算する。 

準備学習等についての具体的な指示 

基本的な生理機能検査についてあらかじめ復習しておく事。 

試験の受験資格 

定期試験は実施しない。しかし、単位認定のためには規定の出席数が必要であり、計８回の講義のうち、５回以上の出席がなければ、単

位認定はしない。出席の有無は、同期型の場合 Zoom の視聴ログにより、最初から最後までを視聴していたことが確認できたことをもっ

て、判定する。webclass の非同期授業の場合は、webclass の視聴履歴により最初から最後までを視聴していたことが確認できたか、指定

の視聴確認テストがあった場合には、全問正解をもって受講したとみなす。なお、視聴確認テストで合格であっても webclass で 90 分の受

講時間に対して視聴履歴が 45 分以下だった場合は、出席とは判定しないので留意すること。登校型は教務の規定通りの判定となる。 

モジュールの単位判定 

本講義全体で単位を判定する。 

教科書 

最新臨床検査学講座 生理機能検査学 第2 版／東條 尚子 編集,川良 徳弘 編集,東條 尚子,川良 徳弘,：医歯薬出版，2022-01-12 

参考書 

各担当講師が Webclass に資料を upload する場合がある。 

他科目との関連 

解剖学，生理検査学Ⅰ，医学概論，総合講義，臨床病態学，医用機器・工学，心臓生理学などと関連。 

履修上の注意事項 

時間割、予定は別途webclass に掲載し、同期型か非同期型の指示があるので確認すること。 

備考 

アクティブ・ラーニングについては、授業中にレポート課題を説明する。 

また、講義中の講師との質疑応答を介してアクティブ・ラーニングを行う。 

参照ホームページ 

生理検査は人を対象とした動的な検査であり、各種ホームページにて動画や図表、イラストを参照すると理解が進む場合がある。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

角 勇樹:ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3 号館16 階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 

角 勇樹:毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3 号館16 階 呼吸器•神経系解析学教授室 

(来室の前にメールで予約してください) 



時間割番号 013090 

科目名 心電図判読 科目 ID MT-492300-Z 

担当教員 柿沼 晴, 藤代 瞳[KAKINUMA SEI, FUJISHIRO Hitomi] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次  単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Analysis of Electrocardiogram 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

Zoom ID は別途教務より連絡される。 

授業の目的、概要等 

心電図の基礎を学習し、心電図判読技術を高め、資格習得(心電図検定3 級)を目指す。 

授業の到達目標 

1) 正常な心電図と異常な心電図の差異を説明できる。 

2) 心電図検定3 級合格レベルの判読力を身につける。 

筆記試験では講義で扱った内容に基づき、心電図検定と同等の難易度の問題を出題する。 

試験の成績で 90 点以上を A+、80 点以上を A、70 点以上を B、60 点以上を C とする。 

合否判定（単位認定）に関しては試験により 60 点以上を合格要件とするので留意されたい。 

なお、本試験合格者に関しては、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、最終成績（評価）とする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 4/17 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
心電図の基礎1 心電図の基礎 柿沼 晴, 藤代 瞳 【到達目標】1)   

【学習方法】遠隔講義、演習 
2 4/24 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
心電図の基礎2 P 波、QRS波、ST 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1)   

【学習方法】遠隔講義、演習 
3 5/8 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
心電図の基礎3 T 波、U 波、QT 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1)   

【学習方法】遠隔講義、演習 
4 5/15 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室2 
心電図判読演習1 不整脈波形1 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
5 5/22 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室4 
心電図判読演習2 不整脈波形2 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
6 5/29 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4 
心電図判読演習3 特徴ある異常波形 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
7 6/5 08:50-10:20 保健衛生学

科講義室4 
心電図判読演習4 過去問演習 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
8 6/12 10:30-12:00 保健衛生学

科講義室4 
心電図判読演習5 過去問演習 藤代 瞳, 柿沼 晴 【到達目標】1), 2)   

【学習方法】対面講義、演習 
 

 

授業方法 

講義形式、問題を解く演習形式。 

アクティブ・ラーニングが中心となっており、自学自習を行うことが必要である。 

授業内容 

心電図検定過去問の判読、東京医科歯科大学病院検査部の心電図の判読。 

成績評価の方法 

定期試験を行う。 

試験での評価を90%、講義における参加の状況を担当教官が評価し、その評点を10%として総合評価をする。合計で60点以上の者を合格

とする。 

本試験の筆記試験が 60 点未満の場合は他の評価にかかわらず再試験とする。 

再試験後の上記総合評価が 60 点未満であった場合は単位を認定しない。 



成績評価の基準 

筆記試験での評価を 90%、講義における参加の状況を担当教官が評価し、その評点を 10%として総合評価をする。 

評点90 点以上を A+、80 点以上を A、70 点以上を B、60 点以上を C とする。 

本試験 60 点以上の合格者における筆記試験の合計点は、試験問題の難易度に基づく相対評価に基づいて点数調整を行い、上記の基準

に従って最終成績とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

事前に教科書を読み、演習課題に取り組むこと。 

課題は別途教官より指示される。 

試験の受験資格 

2023 年度は Zoom 同期型講義と登校型を併用して行う。 

全８回中、５回以上の出席がないものは定期試験の受験資格を認めない。 

出欠判定は同期型は Zoom の視聴履歴を確認し、講義を最初から最後まで参加していることが確認できた場合を出席とする。登校型では

教務の規定通りとなる。 

モジュールの単位判定 

本講義全体で単位判定を行う。 

教科書 

心電図検定公式問題集&ガイド : 受検者必携!2 級/3 級／日本不整脈心電学会心電図検定委員会 編著,：メディカ出版，2018 

これならわかる!心電図の読み方 : モニターから 12 誘導まで／大島一太著,大島, 一太,：ナツメ社，2017 

心電図の読み方パーフェクトマニュアル : 理論と波形パターンで徹底トレーニング!／渡辺重行, 山口巖編,渡辺, 重行,山口, 巖,：羊土社，

2006 

参考書 

実力心電図 : 「読める」のその先へ／日本不整脈心電学会 編,日本不整脈心電学会,：日本不整脈心電学会，2022 

他科目との関連 

生理検査学講義/実習の心電図の項目、心臓生理学 

履修上の注意事項 

講義は解説が中心となるため、事前に心電図を判読して講義に臨むこと。 

備考 

講義中の講師との質疑応答を介してアクティブ・ラーニングを行う。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

藤代 瞳:fujishiro.aps@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3 号館16 階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 

 



時間割番号 014001 

科目名 AI 実践演習 科目 ID MT-493600-S 

担当教員 角 勇樹[SUMI YUKI] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：AI Practice Exercise 

【科目責任者】角 勇樹 

主な講義場所 

Zoom による同期および非同期 

授業の目的、概要等 

プログラミングを行い、実行することにより AI について active learning を行う 

授業の到達目標 

1) AI について様々な基本的概念を理解する 

2) 実践して経験する 

3) 応用として個々のニーズに応じたカスタマイズができる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 9/28 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Tkinter,Pillow に

よる画像処理 
IDE(Integrated Development 

Environment, 統合開発環境) の

構築、Python 基本的文法、Tkinter

の使い方、PIL の使い方 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習にてアニメ作成 

2 10/5 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
オブジェクト指向

とイベント処理 
Python 基本的文法、Tkinter の使

い方、PIL の使い方、オブジェクト

指向とイベント処理 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習にて電卓作成 
3 10/19 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
ウインドウと画

像処理 
Tkinter,Pillow による画像処理 角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習にて画像編集ソフトの

作成 
4 11/9 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習1 NN(neural network)、Deep 

learning(深層学習)、Fully 

Connected Layer(全結合層)、

Backpropagation(逆誤差伝搬)、誤

差関数 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(MNIST 画像分類) 

5 11/16 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習2 畳み込み(convolution neural 

network)、Max pooling、データー

拡張、k 分割交差検証 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(MNIST 画像分類) 
6 11/22 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習3 過学習、Dropout、Batch 

normalization、残差ネットワーク 

(Residual network)、転移学習、

GradCam 

角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(転移学習による画像

分類、eXception,GradCam) 
7 12/7 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習4 U-network  Segmentation 角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(犬と猫の

Segmentation) 
8 12/14 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
深層学習5 Object detection 角 勇樹 【到達目標】1),2),3)   

【学習方法】講義の後、グループ

議論、演習(YOLO による real time 

object detection) 
 



授業方法 

基本的概念を同期および非同期授業にて学習し、例として提示されたプログラムを改変して提示された課題提出により成績判定を行うの

で、自主的にプログラミングし課題を提出すること 

授業内容 

課題提出により成績判定を行うので、自主的にプログラミングし課題を提出すること 

成績評価の方法 

複数の課題提出内容により成績判定を行う 

成績評価の基準 

課題提出内容を相対評価し、成績をつける。課題提出を行わなかった場合、提出内容が要求水準を満たさないことが続いた場合には単

位認定を行わない。 

準備学習等についての具体的な指示 

「医療と AI・ビッグデータ入門」を履修している必要がある。 

Python について基本的な事項は理解していることが望まれる。 

試験の受験資格 

課題提出により成績判定を行うので、自主的にプログラミングし課題を提出すること 

他科目との関連 

「医療と AI・ビッグデータ入門」、「医療と AI・ビッグデータ入門」と  関連がある 

履修上の注意事項 

「医療と AI・ビッグデータ入門」を履修している必要がある。 

備考 

希望する学生にはクラウド上の高速deep learning server アクセス権限を付与する。 

連絡先（メールアドレス） 

角 勇樹 ： ysumi.pulm@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

角 勇樹 ：毎週 月-金 曜日 AM.9:00-PM.17：00 3 号館16 階 呼吸器•神経系解析学教授室 

(来室の前にメールで予約してください) 

 



時間割番号 013079A 

科目名 Learning Medical English 科目 ID MT-492900-L 

担当教員 大川 龍之介, 副島 友莉恵, 赤座 実穂, 太田 悠介[OKAWA RYUNOSUKE, SOEJIMA YURIE, AKAZA MIHO, 

OOTA Yuusuke] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

Learning Medical English 

【科目責任者】大川 龍之介 

主な講義場所 

別途シラバスに記載。 

授業の目的、概要等 

 現在、多くの人々が海外旅行し、多くの物資が世界中に運ばれ、多量の情報がインターネットで流れ、国際化が進んでいる。また明日を

担う本学の看護学生、臨床検査学生は、世界を舞台にして活躍することが期待されている。そのためには、単なる日常英会話能力だけで

なく、臨床の現場で用いる用語や患者との接遇に用いる用語など、医療における英語の知識を学ばなければならない。さらに、英語の文

献を読む力、国際学会での英語のプレゼンテーション能力も身に着ける必要である。 

 本科目では前半では採血、検体検査、生理機能検査に関連した英語、患者への接遇について、後半では、国際誌の読み方、国際学会

でのプレゼンテーションの仕方について学ぶ。募集の上限は看護、検査合わせて 12 名である。応募者が多い場合には書類、面接などに

より選抜する。 

授業の到達目標 

本科目の到達目標は臨床の現場、国際誌、国際学会でのプレゼンテーションで用いる様々な医学英語を学び活用できることにある。学生

は教科書にある基本的な英単語や語句を理解し記憶する事が求められる。 

１）採血に関する英単語，必要な会話ができる 

２）血液検査に関する英単語，必要な会話ができる 

３）尿・糞便検査に関する英単語，必要な会話ができる 

４）生理機能検査に関する英単語，必要な会話ができる 

５）検体採取に関する英単語，必要な会話ができる 

６）文献の読み方について説明できる 

７）国際学会での発表の仕方を説明できる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 11/28 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第１，２章 やさしい英語，役立つ英

語，血液検査 
大川 龍之介 【到達目標】１），２）   【学習方法】同期型講

義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 

2 12/4 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第３，４章 尿検査，便検査  採血

に関するプレゼンテーション（アクテ

ィブラーニング） 

大川 龍之介 【到達目標】３）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 

3 12/18 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第５～７章 生理機能検査① 赤座 実穂 【到達目標】４）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
4 12/18 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第８～１１章 生理機能検査② 赤座 実穂 【到達目標】５）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
5 12/20 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方① 太田 悠介 【到達目標】６）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
6 12/20 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方② 太田 悠介 【到達目標】６）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
7 12/22 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテー

ション① 
副島 友莉恵 【到達目標】７）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
8 12/22 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテー

ション② 
副島 友莉恵 【到達目標】７）    【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
 



授業方法 

zoom による講義形式（同期型）。 

授業内容 

4 名の教員によるオムニバス形式 

成績評価の方法 

講義参加状況、小試験またはプレゼンテーションの成績、講義時の積極性により評価する。 

１）講義の参加状況 10 点 

２）小試験の成績 80 点 

３）講義時の積極性 10 点 

成績評価の基準 

１），２），３）の合計が 60 点に達した場合に合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回、授業前に、教科書の章を予習すること。また各担当教員の二回目の授業の最初に前回学習分の理解度を知るための小試験を行う

ので、復習をしておくこと。 

試験の受験資格 

授業に３分の２以上出席した者。 

教科書 

臨床検査技師のための医学英語 : 実用会話・文献の読み方／奈良信雄, 西元慶治著,奈良, 信雄,西元, 慶治,Petersen, Mark,：医歯薬出

版，2019 

参考書 

特に指定しない。 

履修上の注意事項 

3 回以上欠席の場合は不可とするので出席に注意すること。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

大川 龍之介:ohkawa.alc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大川 龍之介:特定の日時を確保できないためメールでアポイントメントを取ってください． 

 



時間割番号 013062 

科目名 English for Health Care Sciences(Ⅰ) 科目 ID MT-491600-L 

担当教員 柿沼 晴, ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ[KAKINUMA SEI, JANELLE RENEE 

MOROSS, Warren L Elizabeth] 

開講時期 2023 年度前期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：English for Health Care Sciences(Ⅰ) 

（英語討論 グローバルな意識） 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

遠隔授業（同期型）、Zoom ID/Passcode は WebClass 参照。 

授業の目的、概要等 

ネイティブの英語講師によって促進される旅行/毎日の会話関連のトピック/問題に関する小グループディスカッションになります。 

学生の登録は 15 に制限されています。 

授業の到達目標 

海外旅行に興味のある学生が世界の旅行や文化の問題についての知識を深めるのを助けるために、トピックについて自分の意見を考え

出し、それらの意見を英語で包括的に表現します。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方

法・その他

1 4/24 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Introductions,Meeting 

people,Family,  

Starting and finishing 

conversations,Giving 

compliments

柿沼 晴,  

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

2 5/15 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Hobbies and interests, 

Giving opinions and 

reasons, Agreeing and 

Disagreeing

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

3 5/22 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Food, Restaurants 

and eateries, Food 

Allergies

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

4 5/29 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Shopping (various 

situations)

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

5 6/5 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Asking for and giving 

directions

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

6 6/12 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Various travel 

situations

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。

7 6/19 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型）

Staying healthy abroad, 

Illnesses, Symptoms

グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ

コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を



学  びます。 
8 7/3 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Messages, numbers, 

phone inquiries 
グループ討論、

ロールプレイ、 

個人の予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ 

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーション

スキルを向上させ

ます。新しい語彙を

学びます。 
 

授業方法 

グループ討論、ロールプレイ、個人の予習 

授業内容 

授業スケジュール参照 

成績評価の方法 

１）出席状況 

２）学習への取組態度 

３）課題の到達度 

成績評価の基準 

１）出席状況：全回数の 2/3（11/16）以上の出席を必要とする。 

２）学習への取組態度 70%：積極的な参加を評価する。本講義はスピーキングを重視するため、ディスカッションや旅行等で起こりうる場

面を想定した会話演習での発言や参加態度を特に重視する。 

３）課題の到達度 30%：与えられた課題に対する到達度を評価する。また、課題ごとの発言で見られるスピーキングスキルの改善・向上も

評価の対象とする。 

これらを総合して評点する（100 点満点）。総合得点が 60 点以上の者を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

宿題は少ないこと 

WebClass 参照 

試験の受験資格 

本科目においては最終試験は行わないが、成績評価は「出席」、「討論の参加」によって評価される。 

教科書 

WebClass 参照 

他科目との関連 

ヘルスケア科学のための英語の最初の部分です。 2 年生から 4 年生までがこのクラスに申し込むことができます。 

履修上の注意事項 

成績は、クラス活動への積極的な参加に基づいて決定されます。 以前にこのコースを受講したことのある学生は、単位なしでのみ申請

できます。 

備考 

留学を希望するすべての医療技術の学生のためのスタディツアーの前後に必要です。 フィンランド、ラオス、タイ、ネパールなど。 

授業最終日から、科目についてのアンケートが webclass でできるようになっている。アンケートに回答しない場合は、定期試験の合否を

含む成績が webclass に表示されない。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:jmoross.isc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3 号館16 階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:予約をしたい方は電子メールを送ってください。 

 



時間割番号 013063 

科目名 English for Health Care Sciences(Ⅱ) 科目 ID MT-392000-L 

担当教員 柿沼 晴, ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ, ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ[KAKINUMA SEI, JANELLE RENEE 

MOROSS, Warren L Elizabeth] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 2～3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：English for Health Care Sciences(Ⅱ) 

（英語討論 グローバルな意識） 

【科目責任者】柿沼 晴 

主な講義場所 

遠隔授業（同期型）、Zoom ID/Passcode は WebClass 参照。 

授業の目的、概要等 

ネイティブの英語講師によって促進される旅行/毎日の会話関連のトピック/問題に関する小グループディスカッションになります。 

学生の登録は 15 に制限されています。 

授業の到達目標 

海外旅行に興味のある学生が世界の旅行や文化の問題についての知識を深めるのを助けるために、トピックについて自分の意見を考え

出し、それらの意見を英語で包括的に表現します。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・

その他 
1 12/6 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Introductions,  Asking 

and   Giving opinions,  

Agreeing and 

disagreeing 

 柿沼 晴,  

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 

コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
2 12/6 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Thanking/ Apologizing グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
3 12/11 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Making a complaint グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
4 12/13 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Advice,  Making 

suggestions 
グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
5 12/22 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Lost and Found,  

Describing things 
グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
6 12/22 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Reporting a crime,  

Describing a person or 

a situation 

グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
7 1/10 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
Asking for permission,  

Asking people to do 

things,Offering your 

help 

グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 



8 1/10 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
Making appointments, 

Showing interest, 

Handing conversation 

starters 

グループ討

論、ロールプ

レイ、 個人の

予習 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ,  

ＷＡＲＲＥＮ Ｌ ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ 
コミュニケーションス

キルを向上させま  

す。新しい語彙を学  

びます。 
 

授業方法 

グループ討論、ロールプレイ、個人の予習 

授業内容 

授業スケジュール参照 

成績評価の方法 

１）出席状況 

２）学習への取組態度 

３）課題の到達度 

成績評価の基準 

１）出席状況：全回数の 2/3（11/16）以上の出席を必要とする。 

２）学習への取組態度 70%：積極的な参加を評価する。本講義はスピーキングを重視するため、ディスカッションや旅行等で起こりうる場

面を想定した会話演習での発言や参加態度を特に重視する。 

３）課題の到達度 30%：与えられた課題に対する到達度を評価する。また、課題ごとの発言で見られるスピーキングスキルの改善・向上も

評価の対象とする。 

これらを総合して評点する（100 点満点）。総合得点が 60 点以上の者を合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

WebClass 参照 

宿題は少ないこと 

試験の受験資格 

本科目においては最終試験は行わないが、成績評価は「出席」、「討論の参加」によって評価される。 

教科書 

WebClass 参照 

他科目との関連 

ヘルスケア科学のための英語の最初の部分です。 2 年生から 3 年生までがこのクラスに申し込むことができます。 

履修上の注意事項 

成績は、クラス活動への積極的な参加に基づいて決定されます。 以前にこのコースを受講したことのある学生は、単位なしでのみ申請

できます。 

備考 

留学を希望するすべての医療技術の学生のためのスタディツアーの前後に必要です。 フィンランド、ラオス、タイ、ネパールなど。 

授業最終日から、科目についてのアンケートが webclass でできるようになっている。アンケートに回答しない場合は、定期試験の合否を

含む成績が webclass に表示されない。 

連絡先（メールアドレス） 

柿沼 晴:skakinuma.gast@tmd.ac.jp 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:jmoross.isc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

柿沼 晴:毎週 月曜または金曜日 9:00-17:00 3 号館16 階 疾患生理機能解析学分野教授室 

(来室前にメールで予約すること) 

ＪＡＮＥＬＬＥ ＲＥＮＥＥ ＭＯＲＯＳＳ:予約をしたい方は電子メールを送ってください。 

 



＜自由科目＞ 



時間割番号 013086 

科目名 短期海外研修A 科目 ID MT-190800-S 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 1 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Short term overseas study program A 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

対面講義または Zoom（同期型）で行われる。詳細は事前に連絡する。 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、グローバルな視点で検査の対象となる人々、提供する検査の実際と課題、

医療体制を捉え、臨床検査技術職としての専門性、および国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

研修国の保健医療福祉事情および臨床検査技術職の役割、活動状況、日本との差異について理解し、研修報告会で適切に説明すること

ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他 
1 4/17 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等） 

西尾 美和子 日時は未定である。 

2 10/18 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 海外研修報告会 西尾 美和子 日時は未定である。  

海外研修報告会を通じ

た体験学習を行う。 
 

授業方法 

短期海外研修あるいはオンライン国際交流プログラム（Virtual Cafe） 

本プログラム全てがアクティブラーニングである。グループでの討論や発表などを通して、学習者主体の学習をする。 

成績評価の方法 

（1）研修期間前の準備 

（2）研修期間中の見学・講義・実習等への参加状況 

（3）研修報告会における発表状況 

（4）研修報告書 

成績評価の基準 

研修期間中の参加状況（80 点満点）に準備、報告会、研修報告書の評価を加えて、総合的に判断する。総合成績により評点を決める。 

準備学習等についての具体的な指示 

研修で困らない語学力を身に着けておくこと。 

TOEFL による語学評価を受けておくこと。 

グローバル人材育成推進事業による海外派遣前教育プログラム（TOEFL 集中コースなど）が提供される場合は必ず参加すること。 

希望する国の政情、社会情勢、文化、保健医療福祉事情等の情報を十分得て、事前に研修内容を計画すること。 

研修内容によっては事前に特定分野（例えば脳波）の十分な学習が必要となるので、担当教員の指示に従うこと。 

教科書 

担当教員から指定する。 

他科目との関連 

English for Health Care Sciences (I), (II)  短期海外研修を希望する者は English for Health Care Sciences (I), (II)の何れかを研修の前後に受

講すること。 

履修上の注意事項 

大学の海外研修派遣制度には、成績・語学力、および面接評価による選考があることを理解し、十分準備しておくこと。  短期海外研修を

希望する者は短期海外研修オリエンテーションに参加すること。  短期海外研修以前に行われる事前学習会に必ず参加すること。 



備考 

★新型コロナウイルス感染拡大状況により短期海外研修、オンライン国際交流プログラムの情報が電子メールなどで連絡されるので注

意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

西尾 美和子 ：shio.lmg@tmd.ac.jp 

 



時間割番号 013076 

科目名 短期海外研修B 科目 ID MT-293000-S 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 2 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Short term overseas study program A 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

対面講義または Zoom（同期型）で行われる。詳細は事前に連絡する。 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、グローバルな視点で検査の対象となる人々、提供する検査の実際と課題、

医療体制を捉え、臨床検査技術職としての専門性、および国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

研修国の保健医療福祉事情および臨床検査技術職の役割、活動状況、日本との差異について理解し、研修報告会で適切に説明すること

ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他 
1 4/17 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等） 

西尾 美和子 日時は未定である。 

2 10/18 18:00-19:30 未定, 遠

隔授業

（同期型） 

短期海外研修 海外研修報告会 西尾 美和子 日時は未定である。海外

研修報告会を通じた体験

学習を行う。 
 

授業方法 

短期海外研修あるいはオンライン国際交流プログラム（Virtual Cafe） 

本プログラム全てがアクティブラーニングである。グループでの討論や発表などを通して、学習者主体の学習をする。 

成績評価の方法 

（1）研修期間前の準備 

（2）研修期間中の見学・講義・実習等への参加状況 

（3）研修報告会における発表状況 

（4）研修報告書 

成績評価の基準 

研修期間中の参加状況（80 点満点）に準備、報告会、研修報告書の評価を加えて、総合的に判断する。総合成績により評点を決める。 

準備学習等についての具体的な指示 

研修で困らない語学力を身に着けておくこと。 

TOEFL による語学評価を受けておくこと。 

グローバル人材育成推進事業による海外派遣前教育プログラム（TOEFL 集中コースなど）が提供される場合は必ず参加すること。 

希望する国の政情、社会情勢、文化、保健医療福祉事情等の情報を十分得て、事前に研修内容を計画すること。 

研修内容によっては事前に特定分野（例えば脳波）の十分な学習が必要となるので、担当教員の指示に従うこと。 

教科書 

担当教員から指定する。 

他科目との関連 

English for Health Care Sciences (I), (II)  短期海外研修を希望する者は English for Health Care Sciences (I), (II)の何れかを研修の前後に受

講すること。 

履修上の注意事項 

大学の海外研修派遣制度には、成績・語学力、および面接評価による選考があることを理解し、十分準備しておくこと。  短期海外研修を

希望する者は短期海外研修オリエンテーションに参加すること。  短期海外研修以前に行われる事前学習会に必ず参加すること。 



備考 

★新型コロナウイルス感染拡大状況により短期海外研修、オンライン国際交流プログラムの情報が電子メールなどで連絡されるので注

意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

西尾 美和子 ：mnishio.lmg@tmd.ac.jp 



時間割番号 013077 

科目名 短期海外研修C 科目 ID MT-392100-S 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 3 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Short term overseas study program A 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

対面講義または Zoom（同期型）で行われる。詳細は事前に連絡する。 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、グローバルな視点で検査の対象となる人々、提供する検査の実際と課題、

医療体制を捉え、臨床検査技術職としての専門性、および国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

研修国の保健医療福祉事情および臨床検査技術職の役割、活動状況、日本との差異について理解し、研修報告会で適切に説明すること

ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他

1 4/17 18:00-19:30 未定, 

遠隔授業

（同期型）

短期海外研修 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等）

西尾 美和子 日時は未定である。

2 10/18 18:00-19:30 未定, 

遠隔授業

（同期型）

短期海外研修 海外研修報告会 西尾 美和子 日時は未定である。  

海外研修報告会を通じ

た体験学習を行う。

授業方法 

短期海外研修あるいはオンライン国際交流プログラム（Virtual Cafe） 

本プログラム全てがアクティブラーニングである。グループでの討論や発表などを通して、学習者主体の学習をする。 

成績評価の方法 

（1）研修期間前の準備 

（2）研修期間中の見学・講義・実習等への参加状況 

（3）研修報告会における発表状況 

（4）研修報告書 

成績評価の基準 

研修期間中の参加状況（80 点満点）に準備、報告会、研修報告書の評価を加えて、総合的に判断する。総合成績により評点を決める。 

準備学習等についての具体的な指示 

研修で困らない語学力を身に着けておくこと。 

TOEFL による語学評価を受けておくこと。 

グローバル人材育成推進事業による海外派遣前教育プログラム（TOEFL 集中コースなど）が提供される場合は必ず参加すること。 

希望する国の政情、社会情勢、文化、保健医療福祉事情等の情報を十分得て、事前に研修内容を計画すること。 

研修内容によっては事前に特定分野（例えば脳波）の十分な学習が必要となるので、担当教員の指示に従うこと。 

教科書 

担当教員から指定する。 

他科目との関連 

English for Health Care Sciences (I), (II)  短期海外研修を希望する者は English for Health Care Sciences (I), (II)の何れかを研修の前後に受

講すること。 

履修上の注意事項 

大学の海外研修派遣制度には、成績・語学力、および面接評価による選考があることを理解し、十分準備しておくこと。  短期海外研修を

希望する者は短期海外研修オリエンテーションに参加すること。  短期海外研修以前に行われる事前学習会に必ず参加すること。



備考 

★新型コロナウイルス感染拡大状況により短期海外研修、オンライン国際交流プログラムの情報が電子メールなどで連絡されるので注

意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

西尾 美和子 ：mnishio.lmg@tmd.ac.jp 

 



時間割番号 013078 

科目名 短期海外研修D 科目 ID MT-492700-S 

担当教員 西尾 美和子[NISHIO Miwako] 

開講時期 2023 年度通年 対象年次 4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

英文名：Short term overseas study program A 

【科目責任者】西尾 美和子 

主な講義場所 

対面講義または Zoom（同期型）で行われる。詳細は事前に連絡する。 

授業の目的、概要等 

諸外国の医療施設、教育施設の見学・講義・実習等を通して、グローバルな視点で検査の対象となる人々、提供する検査の実際と課題、

医療体制を捉え、臨床検査技術職としての専門性、および国際感覚を養う。 

授業の到達目標 

研修国の保健医療福祉事情および臨床検査技術職の役割、活動状況、日本との差異について理解し、研修報告会で適切に説明すること

ができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 授業内容 担当教員 到達目標・学習方法・そ

の他 
1 4/17 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 合同オリエンテーション（希望する国

の医療施設，保健福祉施設，教育機

関における見学・講義・実習等） 

西尾 美和子 日時は未定である。 

2 10/18 18:00-19:30 未定,  

遠隔授業

（同期型） 

短期海外研修 海外研修報告会 西尾 美和子 日時は未定である。海

外研修報告会を通じた

体験学習を行う。 
 

授業方法 

短期海外研修あるいはオンライン国際交流プログラム（Virtual Cafe） 

本プログラム全てがアクティブラーニングである。グループでの討論や発表などを通して、学習者主体の学習をする。 

成績評価の方法 

（1）研修期間前の準備 

（2）研修期間中の見学・講義・実習等への参加状況 

（3）研修報告会における発表状況 

（4）研修報告書 

成績評価の基準 

研修期間中の参加状況（80 点満点）に準備、報告会、研修報告書の評価を加えて、総合的に判断する。総合成績により評点を決める。 

準備学習等についての具体的な指示 

研修で困らない語学力を身に着けておくこと。 

TOEFL による語学評価を受けておくこと。 

グローバル人材育成推進事業による海外派遣前教育プログラム（TOEFL 集中コースなど）が提供される場合は必ず参加すること。 

希望する国の政情、社会情勢、文化、保健医療福祉事情等の情報を十分得て、事前に研修内容を計画すること。 

研修内容によっては事前に特定分野（例えば脳波）の十分な学習が必要となるので、担当教員の指示に従うこと。 

教科書 

担当教員から指定する。 

他科目との関連 

English for Health Care Sciences (I), (II)  短期海外研修を希望する者は English for Health Care Sciences (I), (II)の何れかを研修の前後に受

講すること。 

履修上の注意事項 

大学の海外研修派遣制度には、成績・語学力、および面接評価による選考があることを理解し、十分準備しておくこと。  短期海外研修を

希望する者は短期海外研修オリエンテーションに参加すること。  短期海外研修以前に行われる事前学習会に必ず参加すること。 



備考 

★新型コロナウイルス感染拡大状況により短期海外研修、オンライン国際交流プログラムの情報が電子メールなどで連絡されるので注

意すること。 

連絡先（メールアドレス） 

西尾 美和子 ：mnishio.lmg@tmd.ac.jp 

 



時間割番号 013079A 

科目名 Learning Medical English 科目 ID MT-492900-L 

担当教員 大川 龍之介, 副島 友莉恵, 赤座 実穂, 太田 悠介[OKAWA RYUNOSUKE, SOEJIMA YURIE, AKAZA MIHO, 

OOTA Yuusuke] 

開講時期 2023 年度後期 対象年次 2～4 単位数 1 

実務経験のある教

員による授業 

該当する 

Learning Medical English 

【科目責任者】大川 龍之介 

主な講義場所 

別途シラバスに記載。 

授業の目的、概要等 

 現在、多くの人々が海外旅行し、多くの物資が世界中に運ばれ、多量の情報がインターネットで流れ、国際化が進んでいる。また明日を

担う本学の看護学生、臨床検査学生は、世界を舞台にして活躍することが期待されている。そのためには、単なる日常英会話能力だけで

なく、臨床の現場で用いる用語や患者との接遇に用いる用語など、医療における英語の知識を学ばなければならない。さらに、英語の文

献を読む力、国際学会での英語のプレゼンテーション能力も身に着ける必要である。 

 本科目では前半では採血、検体検査、生理機能検査に関連した英語、患者への接遇について、後半では、国際誌の読み方、国際学会

でのプレゼンテーションの仕方について学ぶ。募集の上限は看護、検査合わせて 12 名である。応募者が多い場合には書類、面接などに

より選抜する。 

授業の到達目標 

本科目の到達目標は臨床の現場、国際誌、国際学会でのプレゼンテーションで用いる様々な医学英語を学び活用できることにある。学生

は教科書にある基本的な英単語や語句を理解し記憶する事が求められる。 

１）採血に関する英単語，必要な会話ができる 

２）血液検査に関する英単語，必要な会話ができる 

３）尿・糞便検査に関する英単語，必要な会話ができる 

４）生理機能検査に関する英単語，必要な会話ができる 

５）検体採取に関する英単語，必要な会話ができる 

６）文献の読み方について説明できる 

７）国際学会での発表の仕方を説明できる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 到達目標・学習方法・その他 
1 11/28 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第１，２章 やさしい英語，役立つ英

語，血液検査 
大川 龍之介 【到達目標】１），２）  【学習方法】同期型講

義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
2 12/4 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第３，４章 尿検査，便検査  採血に

関するプレゼンテーション（アクティブ

ラーニング） 

大川 龍之介 【到達目標】３）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 

3 12/18 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第５～７章 生理機能検査① 赤座 実穂 【到達目標】４）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
4 12/18 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第８～１１章 生理機能検査② 赤座 実穂 【到達目標】５）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
5 12/20 14:40-16:10 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方① 太田 悠介 【到達目標】６）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
6 12/20 16:20-17:50 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 論文の読み方② 太田 悠介 【到達目標】６）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
7 12/22 08:50-10:20 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテーシ

ョン① 
副島 友莉恵 【到達目標】７）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
8 12/22 10:30-12:00 遠隔授業

（同期型） 
第 II編 国際学会でのプレゼンテーシ

ョン② 
副島 友莉恵 【到達目標】７）  【学習方法】同期型講義   

【事前学習】WebClass 講義スライド，教科書 
 



授業方法 

zoom による講義形式（同期型）。 

授業内容 

4 名の教員によるオムニバス形式 

成績評価の方法 

講義参加状況、小試験またはプレゼンテーションの成績、講義時の積極性により評価する。 

１）講義の参加状況 10 点 

２）小試験の成績 80 点 

３）講義時の積極性 10 点 

成績評価の基準 

１），２），３）の合計が 60 点に達した場合に合格とする。 

準備学習等についての具体的な指示 

毎回、授業前に、教科書の章を予習すること。また各担当教員の二回目の授業の最初に前回学習分の理解度を知るための小試験を行う

ので、復習をしておくこと。 

試験の受験資格 

授業に３分の２以上出席した者。 

教科書 

臨床検査技師のための医学英語 : 実用会話・文献の読み方／奈良信雄, 西元慶治著,奈良, 信雄,西元, 慶治,Petersen, Mark,：医歯薬出

版，2019 

参考書 

特に指定しない。 

履修上の注意事項 

3 回以上欠席の場合は不可とするので出席に注意すること。 

備考 

科目終了後に科目についてのアンケートを WebClass で実施する。 

2022 年度の授業評価結果を踏まえ、2023 年度も引き続き、丁寧に指導・教育できる体制を整える。 

連絡先（メールアドレス） 

大川 龍之介:ohkawa.alc@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

大川 龍之介:特定の日時を確保できないためメールでアポイントメントを取ってください． 

 



学生周知事項









https://www.tmd.ac.jp/faculties/kyukou/
































講義室等一覧 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
  

３号館 
保健衛生学講義室１（１８階） 
保健衛生学講義室２・３（８階） 
保健衛生学講義室４・５（７階） 
医学部事務部保健衛生教務係（６階） 

５号館 
職員健康管理・環境安全管

理事務室（３階） 
保健管理センター（２階） 
第２ゼミナール室（２階） 
大学生協（地下１階） 

１号館西 
学務企画課（１階） 
演習室１・２（６階） 
OH 第３講義室（７階） 

M＆D タワー 
共用講義室１・２（２階） 
情報検索室１・２（４階） 
共用セミナー室４（２２階） 
共用セミナー室１０（８階） 
共用セミナー室１１（６階） 
共用セミナー室１２（６階） 

D 棟北 
防災センター横 
D 棟時間外入口 

D 棟南 
歯学部特別講堂（４階） 





























 

 

収容定員 ５２５ ５５０ ５７５ ６００ ６１５ 

３ 改正後の第４条の規定にかかわらず、歯学部歯学科の平成２３年度から平成２７年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区分 

収 容 定 員 

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

収容定員 ３５８ ３４６ ３３４ ３２２ ３２０ 

４ 改正後の第４条の規定にかかわらず、歯学部口腔保健学科の平成２３年度から平成２５年度まで

の収容定員は、次のとおりとする。 

         年度 

区分 
平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

口腔保健衛生学専攻 収容定員 １１５ １１０ １０５ 

口腔保健工学専攻 
２年次編入定員  ５ ５ 

収容定員 １０ ２５ ４０ 

   附 則（平成２３年６月３０日規程第６号） 

この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年３月３０日規程第３号） 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２４年度から平成２７年度までの編

入学定員等は、次のとおりとする。 

年度 

区分 
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

編入学定員 
５（２年次編入） 

５（３年次編入） 
５（２年次編入） ５（２年次編入） ５（２年次編入） 

収容定員 ５５５ ５８０ ６０５ ６２０ 

３ 平成２４年度においては、改正後の第１４条の「２年次」は「３年次及び２年次」と読み替え

るものとする。 

附 則（平成２４年９月２８日規程第８号） 

この学則は、平成２４年１０月１日から施行する。 

附 則（平成２５年３月１２日規程第２号） 

１ この学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の平成２５年度から平成２９年度までの収

容定員は、次のとおりとする。 

附 則（平成２７年３月３０日規則第５１号） 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年３月３１日規程第４号） 

 この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年５月１１日規程第７号） 

この学則は、平成２８年５月１１日から施行し、平成２８年５月１日から適用する。 

附 則（平成２８年１２月１２日規程第１１号） 

この学則は、平成２８年１２月１２日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成２９年３月３１日規程第１号） 

年度 

区分 
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

収容定員 ５８１ ６０７ ６２３ ６２９ ６３０ 



 

 

この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年５月１日規程第１号） 

この学則は、平成３０年５月１日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

  附 則（令和２年３月３１日規程第２号） 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の令和２年度から令和８年度までの入学

定員等は、「地域の医師確保等の観点からの令和２年度医学部入学定員の増加について 

 （令和元年９月２日付け元文科高第３９１号・医政医発０９０２第３号文部科学省高等教育局

長・厚生労働省医政局長通知）」に基づき、次のとおりとする。 

年度 

区分 
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

入学定員 １００ １００ ８５ ８５ ８５ 

編入学定員 
５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

収容定員 ６３０ ６２９ ６１３ ５９７ ５８１ 

 

年度 

区分 
令和７年度 令和８年度 

入学定員 ８５ ８５ 

編入学定員 
５（２年次編

入） 

５（２年次編

入） 

収容定員 ５６５ ５５０ 

  附 則（令和２年１１月１０日規程第９号） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条の規定にかかわらず、歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻の令和３年度の

収容定員は、次のとおりとする。 

年度 

区分 
令和３年度 

収容定員 ９４ 

   附 則（令和３年３月２４日規程第６号） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 令和年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和３年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の規定

にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和３年１２月２１日規程第１０号） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の規

定にかかわらず、なお従前の例による。 



附 則（令和４年１月１７日規程第１号） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４月１日以

降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 

３ 改正後の第４条の規定にかかわらず、医学部医学科の令和４年度から令和９年度までの入学定

員等は、「地域の医師確保等の観点からの令和４年度医学部入学定員の増加について（令和３年

８月１６日付け３文科高第５０１号・医政発０８１６第９号文部科学省高等教育局長・厚生労働

省医政局長通知）」に基づき、次のとおりとする。 

年度 

区分 
令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

入学定員 １００ ８５ ８５ ８５ ８５ ８５ 

編入学定員 
５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

５（２年次

編入） 

収容定員 ６２８ ６１２ ５９６ ５８０ ５６５ ５５０ 

附 則（令和４年３月２８日規程第６号） 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

 附 則（令和４年１０月１１日規程第１２号） 

１ この学則は令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５ 

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後 

の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和５年１月１１日規則第１号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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2023 年度入学者適用 

東京医科歯科大学学部専門科目履修規則 
 

平成２２年３月３０日  

規 則 第 ４ １ 号  
 

（趣旨） 

第１条 東京医科歯科大学における専門に関する教育科目（以下「専門科目」という。）の履修に関して

は、東京医科歯科大学学則(平成１６年規程第４号。以下「学則」という。)定めるもののほか、この

規則の定めるところによる。 
 

（専門科目の単位数及び履修学年） 

第２条 専門科目の単位数及び履修学年については、別表１に定めるとおりとする。 

２ 前項の単位数及び履修学年は、医学部教授会又は歯学部教授会の意見を聴いて学長が定めるものと

する。 
 

（授業） 

第３条 専門科目の授業は、講義、演習若しくは実習により行い、必修科目、選択科目又は自由科目と

する。 
 

（授業時間） 

第４条 学則第３６条に定める１単位当たりの授業時間は、次のとおりとする。 

 (1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間 

 (2) 実習については、３０時間から４５時間 

２ 前項の授業時間の設定においては、次の事項に配慮しなければならない。 

(1) 学習目標を十分に満たすこと 

(2) 履修時間及び自主的学修時間の確保 

３ 第１項の規定にかかわらず、医学部保健衛生学科検査技術学専攻の講義実習の１単位当たりの授業

時間は２５時間とし、講義１０時間・実習１５時間の割合で構成する。 

 

（編入学者、転入学者の単位認定） 

第５条 学則第１２条から第１８条の２までの規定により編入学及び転入学の許可をするときは、既修

得単位を全学共通科目及び専門科目に相当する単位として、一部又は全部を認定するものとする。 

２ 前項の認定は、全学共通科目に相当する科目については教養部において、専門科目に相当する科目

については、当該学生が在籍する学部（以下「在籍学部」という。）において行うものとする。 

３ 在籍学部は、入学を許可する学年及び履修方法等について、教養部と協議するものとする。 

 

（再入学の単位認定） 

第６条 学則第１９条の規定により再入学を許可された者の当該学部における既修得単位は、全学共通

科目及び当該学部専門科目の単位として、一部または全部を認定する。 

 

（編入学者、転入学者、再入学者の在学年限） 

第７条 学則第１２条から第１９条の規定により、編入学、転入学及び再入学を許可された者の在学年

限は、学則第３２条第１項に定める在学年限から入学を許可されたまでの経過学年数を減じた年数と

する。 

 

（試験及び単位） 

第８条 履修した授業科目については、試験を行う。ただし、試験を行うことが困難な授業科目等につ

いては、試験によらず、学修の成果をもって、又は指定した課題についての報告をもって試験に替え

ることがある。 

２ 前項の試験に合格したときは、所定の単位を与える。 

３ 実習を伴わない授業科目については、試験に合格したときは所定の単位を与える。ただし、一授業

科目の試験を分割して実施する科目については、そのすべての試験に合格しなければ単位を修得する

ことができない。 



 

４ 実習を伴う授業科目については、試験に合格し、かつ、その授業科目の実習修了の認定が行われな

ければ所定の単位を修得することができない。 

５ 学習の評価は、別表２のとおりとする。 

６ 単位の認定は、医学部教授会又は歯学部教授会の議を経て当該学部長がこれを行う。 

７ 試験の方法に関しては別に定める。 

 

（進級等要件） 

第９条 学生は、別表３に示す要件を満たさなければ、進級又は所定の授業科目の履修又は単位を修得

することができない。 

２ 休学期間を除き、同一学年の在籍は２年までとし、２年を超える学生は、特別に考慮すべき事由の

ない限り、学則第３３条第１項第１号に規定する「成業の見込みがない」者として、同条により除籍

する。 

３ 前項の場合において、大学は、教授会等における審議を行う前に、除籍の対象となる学生に対し、

書面又は口頭による弁明の機会を与えなければならない。ただし、当該学生が、弁明の機会を与えら

れたにもかかわらず、正当な理由なく欠席し、又は文書を提出しなかった場合は、この権利を放棄し

たものとみなす。 

４ 第２項の場合において、教授会等における審議の後、当該学生から不服が申立てられた場合で、学

部長が再審議の必要性があると判断したときは、学部長は、教育委員会等に再度審議を行わせるもの

とする。 

 

（卒業認定） 

第１０条 学生の卒業認定は、学則第３９条により行うものとする。 

 

（補足） 

第１１条 この規則に定めるもののほか履修に関し必要な事項は各学部教授会の議を経て別に定める。 

 

   附 則 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部履修規則（平成１６年規則第２０１号）は、廃止する。 

３ 東京医科歯科大学歯学部履修規則（平成１６年規則第２１３号）は、廃止する。 

４ 平成２２年３月３１日において現に医学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学するものについては，改正後の別表の規程にかか

わらず，なお従前の東京医科歯科大学医学部履修規則の例による。 

５ 平成２２年３月３１日において現に歯学部に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降在学者の属する学年に再入学，転入学する者については，改正後の別表の規程にかかわ

らず，なお従前の東京医科歯科大学歯学部履修規則の例による。 

附 則（平成２３年３月４日規則第１５号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２３年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年２月３日規則第１９号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２４年３月３０日規則第６０号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年３月２９日規則第５６号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 



 

２ 平成２５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２５年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表１

（３）の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２５年５月３０日規則第７３号） 

この規則は、平成２５年５月３０日から施行し、平成２５年４月１７日から適用する。 

附 則（平成２６年３月２５日規則第８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２５年１０月１日の在学者については、平成２５年度に医学部又は歯学部１年次に入学した

者にのみ改正後の別表１（７）を適用する。 

 （平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者に関する経過措置） 

３ 前項の規定にかかわらず、平成２５年度に全学科共通選択科目を履修する者の改正後の別表１

（７）は、次のとおりとし、平成２５年１０月１日から適用する。 

全学科共通選択科目 

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

選
択
科
目 

医療リーダーシッ 

プ特論１ 
1 ○ ○     

医療リーダーシッ 

プ特論２ 
1  ○     

医療リーダーシッ 

プ特論３ 
1  ○     

医療リーダーシッ 

プ特論４ 
1   ○ ○ 

（※２） 
  

医療リーダーシッ 

プ特論５ 
1   ○ 

（※１） 
   

国際教養特論１ 
1 ○ ○     

国際教養特論２ 1  ○ ○ ○ 
（※２）   

国際教養特論３ 1  ○ ○ ○ 
（※２）   

計 8       

※１ 医学部医学科及び歯学部歯学科に在籍する学生に限り履修することができる。 

※２ 医学部保健衛生学科及び歯学部口腔保健学科に在籍する学生に限り履修することができる。 

※３ 医療リーダーシップ特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３

を、３を履修しなければ４を、４を履修しなければ５を履修することができない。 

※４ 国際教養特論は、原則として、１を履修しなければ２を、２を履修しなければ３を履修するこ

とができない。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１６号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年３月１０日規則第１７号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２

７年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後

の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年６月１日規則第１４０号） 

 （施行期日等） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 



 

 （在学する者等に関する経過措置） 

２ 前項の規定にかかわらず、平成２３年度から平成２６年度までに入学した者のうち、平成２６年

１２月１日において、現に本学に在学する者（以下「平成２３年度以降に入学した在学者」とい

う。）及び平成２７年４月１日以降に平成２３年度以降に入学した在学者の属する学年に再入

学、転入学又は編入学する者の別表１（４）の 

「 

包括臨床実習 41           ○ ○ ○ 

」は、 

「 

包括臨床実習 43           ○ ○ ○ 

」と、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース 
2    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

6 
            

」は、 

「 

長寿口腔健康科学 

コース 
 2   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 168 
1～

8 
            

 」と読み替え、平成２６年１２月１日から適用する。 

３ 平成２２年度以前に入学した者のうち、平成２６年１２月１日において、現に本学に在学する者

（以下「平成２２年度以前に入学した在学者」という。）及び平成２７年４月１日以降に平成２２

年度以前に入学した在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の

別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。ただし、歯学科専門科目学科課程表については、

次のとおりとし、平成２６年１２月１日から適用する。 

授業科目 ３年 ４年 ５年 ６年 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

人体の構造と機能 ○ ○             

生命の分子的基盤と 

細胞の機能 

○               

病理   ○             

感染と生体防御   ○             

生体材料   ○             

歯科放射線基礎   ○             

歯科医療入門 ○               

歯科医療基礎     ○           

咬合育成・発達       ○         

う蝕と歯髄疾患       ○ ○       

歯周病         ○       

咬合回復       ○ ○       

顎口腔医療         ○ ○     

全身と歯科医療         ○ ○     

臨床体験実習 ○ ○   ○         

学年混合選択セミナー ○   ○   ○       

課題統合セミナー   ○   ○ ○       

総合課題演習 ○ ○             



 

研究体験実習     ○           

臨床情報処理           ○     

包括臨床実習           ○ ○ ○ 

デンタルエクスターン 

シップ（選択科目）※ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

長寿口腔健康科学コ 

ース（選択科目） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※所定のプログラムを修了した学生に対し、１プログラムにつき１単位を認定する。 

  但し、同一年次・年度に認定できる単位は、１単位を上限とする。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７０号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の「 
Learning  Medical English    ○ ○ ○ 

 

 」は、平成２８年４月１日から適用する。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７１号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７３号） 
（施行期日等） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（２）

及び（３）のうち次に掲げる科目並びに（７）及び（８）を除いて、改正後の別表の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 

  別表１（２） 国際保健福祉Ⅰ、国際保健福祉Ⅱ及び国際保健福祉Ⅲ 

  別表１（３） アドバンスド生理機能検査学、短期海外研修（Ⅰ）、短期海外研修（Ⅱ）、短期海外

研修（Ⅲ）及び Learning Medical English 

３ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、次

のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

附則（平成２８年１１月７日規則第１５９号）    

１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。     

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及 び平成２９

年４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別

表の規定にかかわらず、なお従前の例による。   

３ 前項の規定にかかわらず、別表１（２）の｢ 

実践看護英語             〇   

｣は、平成２９年４月１日から適用する。 

    附 則（平成２９年３月３０日規則第５０号） 



 

１ この規則は、平成２９ 年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に 在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表 1 の（２）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

別表１（２）実践看護英語Ⅰ、実践看護英語Ⅱ及び実践看護英語Ⅲ 

附 則（平成２９年３月３１日規則第５４号） 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

  附 則（平成２９年６月１日規則第６８号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年６月１日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

 （在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 研究実践プログラムⅠ、研究実践プログラムⅡ、研究実践プログラムⅢ、 

        研究実践プログラムⅣ及び研究実践プログラムⅤ 

附 則（平成２９年７月６日規則第１０１号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成２９年７月６日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成２９年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２９年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表３（１）医

学科（７）及び注３を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

   附 則（平成２９年１２月２７日規則第１３７号） 

 この規則は、平成２９年１２月２７日から施行し、平成２９年４月１日から適用する 

   附 則（平成３０年５月８日規則第３２号） 

１ この規則は、平成３０年５月８日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

２ 平成３０年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３０年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（２）及

び（３）のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

別表１（２） 国際保健福祉Ａ、国際保健福祉Ｂ、国際保健福祉Ｃ、国際保健福祉Ｄ   

別表１（３） 短期海外研修（Ａ）、短期海外研修（Ｂ）、短期海外研修（Ｃ）、短期海外研修（Ｄ） 

 生体医工学の科目については、平成２８年度入学者から適用する。 

附 則（平成３０年９月２６日規則第１３０号） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 平成３１年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３１

年４月１日以降に、在学者の属する学年に再入学、転入学、転入学又は編入学する者については、改

正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。  

附 則（平成３０年１０月２４日規則第１３１号） 

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年１２月２０日規則第１１９号） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。     

２ 平成２７年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２７年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和元年５月８日規則第５５号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、令和元年５月８日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成３１年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３１年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

の次に掲げる科目及び別表３（１）医学科（８）及び注４を除いて、改正後の別表の規定にかかわら



 

ず、なお従前の例による。 

 別表１（１）臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱ 

附 則（令和元年５月８日規則第５６号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、令和元年５月８日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 平成３１年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成３１年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１の（１）

及び（４）並びに別表３（１）及び（３）のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 総合診療・地域医療 

 別表１（４） 総合診療・地域医療 

 別表３（１） 総合診療・地域医療 

 別表３（３） 総合診療・地域医療 

附 則（令和２年３月１１日規則第４９号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和２年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和２年４月

１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（１）、（３）

及び（４）の次に掲げる科目並びに別表３（１）の（５）、注１及び別表３（３）の（４）、注を除い

て、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（１） 医歯学基盤教育（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ）、社会医学及び行動科学 

 別表１（３） 神経科学、心電図判読、Learning Medical English 

 別表１（４） 医歯学基盤教育（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ） 

３ 前項の規定にかかわらず、Learning Medical English については、平成３１年４月１日に入学した

者のみ改正後の別表１（３）を適用する。 

附 則（令和３年１月１５日 規則第３号）    

１ この規則は、令和３年１月１５日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

２ 令和２年３月３１日において、現に本学に在学する者については、改正後の別表の規定にかかわら

ず、なお従前の例による。 
附 則（令和３年２月３日 規則第１６号） 

（施行期日等） 
１ この規則は、令和３年２月３日より施行し、令和２年４月１日から適用する。 
（在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和２年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和２年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（７）及び

別表２のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

別表１（７）及び別表２ オンライン異文化交流 

附 則（令和３年３月３１日規則第４０号） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。ただし、第９条、別表１（４）及び別表３（１）は、

令和２年４月１日から適用する。 
（施行期日等） 

附 則（令和４年１月１７日規則第６号） 
１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４
月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（２）及
び別表１（３）のうち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例
（別表１（３）電子顕微鏡学を除く。）による。 

 別表１（２）インディペンデントスタディＡ 
 別表１（２）インディペンデントスタディＢ 
別表１（２）インディペンデントスタディＣ 

別表１（３）生命理工学概論 
附 則（令和４年１月３１日規則第１０号） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 



 

２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４月
１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（７）のうち
次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
別表１（７）ポストコロナ社会における感染症対策 

附 則（令和４年２月１５日規則第１５号） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

（在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び 

令和４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正前の

別表１（７）のうち次に掲げる科目は、令和５年３月３１日までの間は存続するものとする。 

   別表１（７） Introduction to Medical Anthropology 

   別表１（７） Decision-making in the Health Sciences 

   別表１（７） Health in Contemporary Japanese Society 

附 則（令和４年３月１日規則第１６号） 

１ この規則は、令和４年４月１日より施行する。 

２ 令和４年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和４年４月

１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（６）のうち

次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

別表１ （６） 口腔保健工学エクスターンシップ 

附 則（令和４年３月２２日規則第４４号）  

（施行期日等） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

 （在学する者等に関する経過措置） 

２ 令和４年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）のうち、令和２

年度までに入学した者、及び令和４年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編

入学する者（以下「再入学等者」という。）のうち、令和２年度までに入学した者の属する学年に

再入学、転入学又は編入学する者への改正後の別表の適用は、次に掲げる科目を除いて、なお従前

の例による。 

 別表１（７）医療とAI・ビッグデータ応用、AI実践演習 

３ 在学者のうち令和３年度に入学した者、及び再入学等者のうち令和３年度に入学した者の属する

学年に再入学、転入学または編入学する者への改正後の別表の適用は、次に掲げる科目を除いて、

なお従前の例による。 

別表１（１）及び（４）医療とAI・ビッグデータ応用 

 別表１（７）医療とAI・ビッグデータ応用、AI実践演習 

   附 則（令和４年１０月１１日規則第１３２号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和５年１月１１日規則第４号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、次に掲げる科目

を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（３）及び（７）医療と AI・ビッグデータ応用 

附 則（令和５年２月９日規則第９号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４

月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、別表１（７）の

うち次に掲げる科目を除いて、改正後の別表の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 別表１（７）疫学基礎 



 

 別表１（７）生物統計学基礎 

別表１（７）生物統計学応用 I 

別表１（７）生物統計学応用 II 

別表１（７）臨床試験方法論基礎 

別表１（７）臨床試験方法論応用 

別表１（７）口腔疫学基礎 

別表１（７）疫学応用 
附 則（令和５年３月６日規則第２６号） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
２ 令和５年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び令和５年４月
１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表の規定
にかかわらず、なお従前の例による。 
  



 

（２）保健衛生学科（看護学専攻）教育課程 

授業科目 

 単位数     履修学年 備 考 

必修 

 

選択 

 

 

自由 

  

   

 

１年 

 

  

２年 

  

３年 

  

４年 
 

専
門
基
礎
分
野 

解剖学 3   ○        

生理学 3     ○      

生化学 2   ○        

薬理学Ⅰ 1     ○      

薬理学Ⅱ 1     ○      

病理学 1   ○        

微生物学 1   ○       

栄養学 1   ○       

疫学 1       ○    

病態学 5     ○      

憲法   2 ○ ○ ○ ○ ※3 

英語Ⅱ   1～4  ○ ○ ○ 
※3 

※4 

System-based medical 

terminology Ⅰ 
1     ○   

Nurse-Patient 

Communication 
1      ○  

IMRAD Format 

Presentation in English 
  1   ○ ○ ※3 

Diagnostic Procedures in 

English 
  1    ○  

アカデミック・リテラシー 1   ○     

専
門
共
通
分
野 

AI・データサイエンスのための

数学 
2   ○     

医療と AI・ビッグデータ入門 2   ○     

国際保健看護学Ⅰ 1   ○     

国際保健看護学Ⅱ 1      ○  

産業保健学 1      ○  

保健医療福祉制度論 2    ○    

看護制度論 1   ○     

健康教育学演習 1    ○    

卒業論文Ⅰ 1     ○   

卒業論文Ⅱ 2     ○ ○  

実践看護英語Ⅰ   1  ○    

実践看護英語Ⅱ   1   ○   

別表１ 

（１） 医学科教育課程 省略 

 

        



 

実践看護英語Ⅲ   1    ○  

国際保健福祉Ａ   1 ○     

国際保健福祉Ｂ   1  ○    

国際保健福祉Ｃ   １   ○   

国際保健福祉Ｄ   1    ○  

インディペンデントスタディＡ   1  ○    

インディペンデントスタディＢ   1   ○   

インディペンデントスタディＣ   1    ○  

専
門
領
域
別
分
野 

基
礎
看
護
学 

人間の健康と看護 1   ○     

基盤看護学Ⅰ 1    ○    

基盤看護学Ⅱ 1    ○    

基盤看護学演習Ⅰ 2    ○    

基盤看護学演習Ⅱ 1    ○    

基盤看護学実習Ⅰ 1   ○     

基盤看護学実習Ⅱ 2    ○    

フィジカルアセスメント 1    ○    

成
人
看
護
学 

成人の健康と看護 2    ○    

成人看護学 2    ○    

クリティカルケア看護学 1     ○   

成人看護学演習 1      ○    

成人・老年看護学実習Ⅰ 3     ○   

緩和ケア看護学 1     ○   

精
神
看
護
学 

心の健康と看護Ⅰ 2    ○    

心の健康と看護Ⅱ 1    ○    

精神看護学演習 1     ○   

精神看護学実習 2     ○   

小
児
看
護
学 

小児の健康と看護 1    ○    

小児看護学Ⅰ 1    ○    

小児看護学Ⅱ 1     ○   

小児看護学演習 1     ○   

小児看護学実習 2     ○   

母
性
看
護
学 

性と生殖と健康と看護 1     ○   

周産看護学Ⅰ 1     ○   

周産看護学Ⅱ 1     ○   

周産看護学演習 1     ○   

周産看護学実習 2     ○   

老
年
看
護
学 

高齢者の健康と看護 1     ○   

老年看護学 2     ○   

老年看護学演習 1     ○   
リハビリテーション看護学※

２ 
 1    ○   

成人・老年看護学実習Ⅱ 3     ○   



 

公
衆
衛
生
看
護

公衆衛生看護学Ⅰ 1    ○    

公衆衛生看護学Ⅱ 1     ○   
公衆衛生看護学Ⅲ※１  2     ○  
公衆衛生看護学演習※１  3     ○  
公衆衛生看護学実習※１  4     ○  

在
宅
看
護
学 

在宅看護学Ⅰ 2    ○    
在宅看護学Ⅱ 2     ○   
在宅看護学演習 1     ○   
在宅看護学実習 2     ○   

看
護
の
統
合
と
実
践 

看護の統合と実践 1   ○        

多職種連携Ⅰ 0.5   ○       

多職種連携Ⅱ 0.5    ○    

看護の統合と実践実習 3      ○  

災害看護学 1    ○    
クリティカルシンキング・ク

リエイティブシンキング 
1      ○  

看護マネジメント学 1      ○  

成人・老年看護学実習Ⅲ※２  2     ○  

総合看護学実習※２  1     ○  

計 98 13 15～18        

・保健師国家試験受験資格取得を選択する者は、※１の３科目を選択すること。保健師国家試験受験資

格取得を選択しない者は、※２の３科目を選択すること。 

・※３ 履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができ

る。 

・※４ 英語Ⅱ（A）・（B）・（C）・（D）各１単位 

 

 

  



 

（３）保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程 

区 分 授業科目 
単位数 履修学年（履修対象学年） 備考 

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年  

形態・病態制御学系 人体構造学講義 3   ○        

人体構造学実習 1     ○      

病理検査学講義（Ⅰ） 1   ○       

病理検査学講義（Ⅱ） 3    ○    

病理検査学実習 2     ○      

血液検査学講義 2     ○     

血液検査学実習 2       ○    

物質・代謝学系 生化学講義（Ⅰ） 2   ○       

生化学講義（Ⅱ） 1    ○    

生化学実習 1     ○      

薬理学 2    ○    

分析化学検査学Ⅰ 2   ○      講義・実習 

分析化学検査学Ⅱ 4     ○    講義・実習 

分析化学検査学Ⅲ 3       ○   講義・実習 

機能調節・制御学系 医用システム情報学講義

(Ⅰ) 
1   ○      

 

医用システム情報学講義

(Ⅱ) 
1       ○   

 

医用システム情報学実習

(Ⅰ) 
1     ○     

 

医用システム情報学実習

(Ⅱ) 
1       ○   

 

生理学講義 3     ○      

臨床生理検査学講義(Ⅰ) 2     ○      

臨床生理検査学講義(Ⅱ) 2       ○    

生理学実習 1    ○    

臨床生理検査学実習(Ⅰ) 3     ○      

臨床生理検査学実習(Ⅱ) 2       ○    

病因・病態学系 病原体検査学講義(Ⅰ) 1    ○       

病原体検査学講義(Ⅱ) 3       ○    

病原体検査学実習(Ⅰ) 1     ○      

病原体検査学実習(Ⅱ) 2       ○    

免疫検査学講義 3     ○     

免疫検査学実習 2       ○    

遺伝子・染色体検査学講義 2     ○      

遺伝子検査学実習 1       ○    

検査管理・社会医学系臨床検査総合管理学 1.5   ○       

医学情報処理演習(Ⅰ) 1     ○      

医学情報処理演習(Ⅱ) 1         ○  

公衆衛生学講義 2        ○  

公衆衛生学実習 1        ○  

医療概論・関係法規 1        ○  

総合分野 臨床病態学（Ⅰ） 2     ○      

臨床病態学（Ⅱ） 2         ○  

多職種連携Ⅰ 0.5   ○    全学共通 

多職種連携Ⅱ 0.5    ○   全学共通 

多職種連携Ⅲ 1      ○ 全学共通 

総合講義 2         ○  



 

臨地実習 12       ○   

卒業研究（Ⅰ） 1     ○   

卒業研究（Ⅱ） 6         ○  

遺伝学（※１）  1   ○ ○ ○  

生命理工学概論（※１）  1   ○ ○   

生体医工学  2    ○   

分子生物学（※１）  1   ○ ○ ○  

心臓生理学（※１）  1   ○ ○ ○  
アドバンスド生理機能検

査学（※１） 
 1    ○ ○ 

 

心電図判読（※１）  1    ○ ○  
AI 実践演習（※１）  1   ○  ○  

四大学連合複合領域コー

ス開講科目（※１） 
    ○ ○ ○ 

 

短期海外研修Ａ   1 ○     

短期海外研修Ｂ   1  ○    

短期海外研修Ｃ   1   ○   

短期海外研修Ｄ   1    ○  

AI・データサイエンスのた

めの数学 
2   ○    全学共通 

医療と AI・ビッグデータ入

門 
2   ○    全学共通 

医療と AI・ビッグデータ応

用（※１） 
 1   ○ ○ ○ 全学共通 

アカデミック・リテラシー 1   ○    全学共通 

外国語 Learning Medical English

（※１） 
 1   ○ ○ ○  

英語Ⅱ（※１）（※２）  1～4   ○ ○ ○ 全学共通 

System-based medical 

terminology Ⅰ 
1     ○  全学共通 

Diagnostic Procedures 

in English 
1      ○ 全学共通 

IMRAD Format 

Presentation in English 

（※１） 

  1   ○ ○ 全学共通 

計 102.5 12～15 5      

 

（選択科目の履修）                                           

１ 卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。第４学年ではそのうち 

２単位以上を修得しなければならない。 

２ 選択科目６単位のうち２単位以上は外国語科目を修得しなければならない。                

３ 四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は 

 一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場合，４単位を上限として単位を修得したものとみ

なすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース 履修の手引き」を確認すること。 

 （自由科目の履修）                                         

４ 自由科目は卒業要件には含まれない。 

※１ 履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができ

る。 

※２ 英語Ⅱ（Ａ）・（Ｂ）・（Ｃ）・（Ｄ）各１単位 

 

（４）歯学科教育課程～（６）口腔保健学科（口腔保健工学専攻）教育課程 省略 

 



 

（７）全学科共通自由科目 

授業科目 
単位 

数 

履修対象学年 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 

Moral and Political  

Philosophy for Medicine 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Biosocial Research 

Topics 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Problem-solving in the  

Health Sciences 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Applied Critical Thinking  

for Health Sciences 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Fundamentals of Global  

Health 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Leadership 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Negotiation 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Design Thinking 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

オンライン異文化交流 

(※１) 
0.5～3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ポストコロナ社会における感染症 

対策 
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

医療とAI・ビッグデータ応用（※２ 

）（※３） 
1  ○ ○ ○ ○ ○ 

AI実践演習（※３） 1  ○ ○ ○ ○ ○ 

アントレプレナー教育 1  ○ ○ ○ ○ ○ 

疫学基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生物統計学基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生物統計学応用I 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
生物統計学応用II 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
臨床試験方法論基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
臨床試験方法論応用 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
口腔疫学基礎 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
疫学応用 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

計 20.5～

23 

      

※１ 所定のプログラムを修了した学生に対し、0.5 単位を認定する。但し、同一年次・年度に認定で
きる単位は、0.5 単位を上限とする。 

※２  別表１（１）及び（４）のうち医療と AI・ビッグデータ応用を必修科目として履修する学生又は
履修して単位を付与された学生を除く。 

※３  別表１（３）のうち医療と AI・ビッグデータ応用及び AI 実践演習を選択科目として履修する学
生又は履修して単位を付与された学生を除く。 

 
（８）医学科地域特別枠推薦入試入学者必修科目 省略 
 

別表２ 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した Ａ＋ 

合格 
当該科目の到達目標を全て達成した Ａ 

当該科目の到達目標を概ね達成した Ｂ 

当該科目の到達目標のうち最低限を達成した Ｃ 

当該科目の到達目標を達成していない Ｄ 
不合格 

到達目標の達成度を評価できない Ｆ 



 

 

※全学科共通自由科目のうち、「オンライン異文化交流」の評価は、以下のとおりとする。 

 

評価基準 評価 単位認定 

当該科目の到達目標を達成している 合格 合格 

当該科目の到達目標を達成していない 不合格 不合格 

 

別表３ 

（１）医学科 省略 

 

（２）保健衛生学科（看護学専攻及び検査技術学専攻） 

（１） 

（看護学専攻）第１学年の必修科目に未履修科目があるとき、または不合格科目が２科目

以上あるときは、第２学年に進級することができない。 

（検査技術学専攻）第１学年の専門科目のうち、講義実習科目に未履修科目があるとき、

または不合格科目が２科目以上あるときは、第２学年に進級することができない。 

 

（２） 

（看護学専攻）第１学年の必修科目及び第２学年の必修科目に未履修科目または不合格科

目があるときは、第３学年に進級することができない。 

（検査技術学専攻）第１学年の専門科目に不合格科目があるときは、第３学年に進級する

ことができない。また、第２学年の必修科目に未履修科目があるとき、または不合格

科目が２科目以上あるときは、第３学年に進級することはできない。 

 
（３） 
（看護学専攻）第３学年の必修科目に未履修科目または不合格科目があるときは、第４学

年に進級することはできない。 
（検査技術学専攻）第３学年の必修科目に未履修科目または不合格科目があるときは、第

４学年に進級することはできない。 

 

備考 

未履修科目：授業科目を３分の２以上（実習科目の場合は４分の３以上）履修しなかった科目、又は

授業科目を３分の２以上（実習科目の場合は４分の３以上）履修したにも関わらず試験

等を放棄し、単位認定できない科目。再履修を要する。 

不合格科目：授業科目を３分の２以上履修し、試験等を経て不合格の認定となった科目。 

 

 

（３）歯学科～（５）口腔保健学科（口腔保健工学専攻） 省略 



東京医科歯科大学医学部保健衛生学科履修内規 

 

平成２３年 ２月１６日 

医学部保健衛生学科長制定 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は、東京医科歯科大学学部専門科目履修規則（平成２２年規則第４１号。以下「履

修規則」という。）第１１条に基づき、医学部保健衛生学科における専門に関する教育科目の履修に

関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（学習の評価） 

第２条 科目試験の成績については、授業科目ごとに担当教員が採点し、履修規則別表２のとおり学

習の評価を行う。 

２ 正当な理由がなく試験を受験しなかった場合の評価は、Ｆとする。 

３ 第１項及び前項の学習の評価に、平常の学修の成果を加味することができる。 

４ 合否判定の結果について異議がある学生は、掲示後１週間以内に別に定める「成績評価異議申し

立て書」を医学部事務部保健衛生教務係に提出することができる。 

 

 （仮進級） 

第３条 進級要件を満たさない者については、特別な事情がある場合に限り、保健衛生学科教育委員

会において協議し、仮進級を認めることができる。 

２ 仮進級者は、翌年度に実施される不合格科目の定期試験を受験し、合格しなければならない。 

 

 （ＧＰ） 

第４条 評価とＧＰとの対応は次のとおりとする。 

 

評価 Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｆ 

GP 4.0 3.5 3.0 2.0 1.0 0.0 

 

２ 卒業要件に含まない科目のうち、単位を認定されなかった科目については、未履修科目とし、ＧＰ

Ａ（Grade Point Average）の計算式には算入しない。 

３ 選択科目及び自由科目のうち、卒業要件に含まない単位のＧＰについては、学生の申請があれば、

ＧＰＡの計算式に算入しないものとする。 

４ 前項の申請時期は、第４学年の後期履修登録時とし、以降の変更は原則として認めない。 

 

附 則 

１ この内規は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 国立大学法人の成立前の東京医科歯科大学医学部に平成２３年３月３１日に在学し、引き続き本 

 学部の在学者となったもの（以下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以降在学者の属する 

 学年に再入学、転入学及び編入学する者については、この内規の規定にかかわらず、なお従前の例 

 による。 

附 則（平成２８年３月３１日制定） 

１ この内規は、平成２８年４月１日から施行する。 



２ 平成２８年３月３１日において現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、次

のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

   附 則（平成２８年１０月１２日制定） 

 この内規は、平成２８年１１月１日から施行する。 



（第２条関係） 
    平成  年  月  日 

 
成績評価異議申し立て書 

 
学部                

 
学科・専攻             

 
学籍番号              

 
氏名                

 

授 業 科 目 名  担 当 教 員  

（問い合わせ内容） 

 
 
 

担 当 教 員 へ の 連 絡      年   月   日に          にて連絡 

（教員の回答）     年    月    日 

学 生 へ の 連 絡      年    月    日 に連絡 

担 当 教 員 か ら 
教 務 係 へ の 連 絡 

成績訂正：有（訂正後の成績            ）・無 
     年    月    日  氏名           

教 務 係 確 認 欄      年    月    日 



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2023年度入学者

備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義（Ⅰ） 1 ○

病理検査学講義（Ⅱ） 3 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義（Ⅰ） 2 ○

生化学講義（Ⅱ） 1 ○

生化学実習 1 ○

薬理学 2 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 3 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理学講義 3 ○

臨床生理検査学講義(Ⅰ) 2 ○

臨床生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理学実習 1 ○

臨床生理検査学実習(Ⅰ) 3 ○

臨床生理検査学実習(Ⅱ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 3 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

臨床検査総合管理学 1.5 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

多職種連携Ⅰ 0.5 ○ 全学共通

多職種連携Ⅱ 0.5 ○ 全学共通

多職種連携Ⅲ 1 ○ 全学共通

総合講義 2 ○

臨地実習 12 ○

卒業研究(Ⅰ) 1 ○

卒業研究(Ⅱ) 6 ○

遺伝学 1 ○ ○ ○ ※１

生体医工学 2 ○

生命理工学概論 1 ○ ○ ※１

分子生物学 1 ○ ○ ○ ※１

心臓生理学 1 ○ ○ ○ ※１

アドバンスド生理機能検査学 1 ○ ○ ※１

心電図判読 1 ○ ○ ※１

AI 実践演習 1 ○ ○ ※１

四大学連合複合領域コース開講科目 ○ ○ ○ ※１

短期海外研修Ａ 1 ○

短期海外研修Ｂ 1 ○

短期海外研修Ｃ 1 ○

短期海外研修Ｄ 1 ○

AI・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽのための数学 2 ○

医療とAI・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ入門 2 ○

医療とAI・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ応用 1 ○ ○ ○ ※１

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾘﾃﾗｼｰ 1 ○ 全学共通

Learning Medical English 1 ○ ○ ○ ※１

英語Ⅱ※２ 1～4 ○ ○ ○ 全学共通

System-based medical terminology Ⅰ 1 ○ 全学共通

Diagnostic Procedures in English 1 ○ 全学共通

IMRAD Format Presentation in English 1 ○ ○ 全学共通

102.5 12～15 5

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　選択科目６単位のうち２単位以上は外国語科目を修得しなければならない。
３　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
４　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
（自由科目の履修）
５　自由科目は卒業要件に含まれない。
※１履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
※２英語Ⅱ（A）・（B）・（C）・（D）各１単位

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2022年度入学者

備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 3 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理学講義 3 ○

臨床生理検査学講義(Ⅰ) 2 ○

臨床生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理学実習 1 ○

臨床生理検査学実習(Ⅰ) 3 ○

臨床生理検査学実習(Ⅱ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 3 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

臨床検査総合管理学 2 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 12 ○

卒業研究(Ⅰ) 1 ○

卒業研究(Ⅱ) 6 ○

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

99 12 4

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2021年度入学者

備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 4 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 2 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学講義(Ⅰ) 3 ○

生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理検査学講義(Ⅲ) 2 ○

生理検査学実習(Ⅰ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅲ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 4 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

検査管理学 1 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

先端医療技術論 1 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 7 ○

卒業研究(Ⅰ) 2 ○

卒業研究(Ⅱ) 8 ○

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

電子顕微鏡学 1 〇 〇 〇 2022年度より廃止

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇 〇 〇 ※

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

96 12 6計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場
合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2020年度入学者

備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 4 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 2 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学講義(Ⅰ) 3 ○

生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理検査学講義(Ⅲ) 2 ○

生理検査学実習(Ⅰ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅲ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 4 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

検査管理学 1 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

先端医療技術論 1 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 7 ○

卒業研究(Ⅰ) 2 ○

卒業研究(Ⅱ) 8 ○

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

電子顕微鏡学 1 〇 〇 〇 2022年度より廃止

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇 〇 〇 ※

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

96 12 6

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場
合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2019(平成31)年度入学者
備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義 3 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 4 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 2 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学講義(Ⅰ) 3 ○

生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理検査学講義(Ⅲ) 2 ○

生理検査学実習(Ⅰ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅲ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 4 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

検査管理学 1 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学(Ⅰ) 2 ○

臨床病態学(Ⅱ) 2 ○

先端医療技術論 1 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 7 ○

卒業研究(Ⅰ) 2 ○

卒業研究(Ⅱ) 8 ○

神経科学 1 〇 〇 〇 2020年度より廃止

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

電子顕微鏡学 1 〇 〇 〇 2022年度より廃止

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇 〇 〇 ※

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

96 12 6

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系

計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場
合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語



保健衛生学科（検査技術学専攻）教育課程　2018(平成30)年度入学者
備考

必修 選択 自由 １年 ２年 ３年 ４年

人体構造学講義（Ⅰ） 2 ○

人体構造学講義（Ⅱ） 1 ○

人体構造学実習 1 ○

病理検査学講義 4 ○

病理検査学実習 2 ○

血液検査学講義 2 ○

血液検査学実習 2 ○

生化学講義 3 ○

生化学実習 1 ○

分析化学検査学Ⅰ 2 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅱ 4 ○ 講義・実習

分析化学検査学Ⅲ 4 ○ 講義・実習

医用システム情報学講義(Ⅰ) 2 ○

医用システム情報学講義(Ⅱ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅰ) 1 ○

医用システム情報学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学講義(Ⅰ) 3 ○

生理検査学講義(Ⅱ) 2 ○

生理検査学講義(Ⅲ) 2 ○

生理検査学実習(Ⅰ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅱ) 1 ○

生理検査学実習(Ⅲ) 2 ○

病原体検査学講義(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学講義(Ⅱ) 3 ○

病原体検査学実習(Ⅰ) 1 ○

病原体検査学実習(Ⅱ) 2 ○

免疫検査学講義 4 ○

免疫検査学実習 2 ○

遺伝子・染色体検査学講義 2 ○

遺伝子検査学実習 1 ○

検査管理学 1 ○

医学情報処理演習(Ⅰ) 1 ○

医学情報処理演習(Ⅱ) 1 ○

公衆衛生学講義 2 ○

公衆衛生学実習 1 ○

医療概論・関係法規 1 ○

臨床病態学（Ⅰ） 2 ○

臨床病態学（Ⅱ） 2 ○

先端医療技術論 1 ○

総合講義 3 ○

臨地実習 7 ○

卒業研究 10 ○

神経科学 1 〇 〇 〇 2020年度より廃止

遺伝学 1 〇 〇 〇 ※

生体医工学 2 〇

生命理工学概論 1 〇 〇 ※

分子生物学 1 〇 〇 〇 ※

心臓生理学 1 〇 〇 〇 ※

電子顕微鏡学 1 〇 〇 〇 2022年度より廃止

アドバンスド生理機能検査学 1 〇 〇 ※

心電図判読 1 〇 〇 ※

AI 実践演習 1 〇 〇 ※

四大学連合複合領域コース開講科目 〇 〇 〇 ※

薬理学 2 〇 〇 〇 ※

短期海外研修Ａ 1 〇

短期海外研修Ｂ 1 〇

短期海外研修Ｃ 1 〇

短期海外研修Ｄ 1 〇

Global Communication（Ⅰ） 2 ◯

Global Communication（Ⅱ） 2 ◯

Learning Medical English 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅰ） 1 〇 〇 〇 ※

English for Health Care Sciences（Ⅱ） 1 〇 〇 〇 ※

96 11 7計

(選択科目の履修)

１　卒業要件として選択科目の中から６単位以上を修得しなければならない。
２　四大学連合複合領域コース開講科目は，同コースで開講する授業科目のうち，東京工業大学又は一橋大学が開講する授業科目の単位を修得した場
合，
    ４単位を上限として単位を修得したものとみなすことができる。開講科目など詳細は「複合領域コース　履修の手引き」を確認すること。
３　選択科目は，第２，第３学年及び第４学年のいずれかに履修することができるが，第４学年に２単位以上修得しなければならない。
※　履修学年が複数年にわたっている授業科目では、そのいずれかの学年で履修することができる。
（自由科目の履修）
４　自由科目は卒業要件には含まれない。

物質・代謝学系

機能調節・制御学系

病因・病態学系

検査管理・社会医学系

総合分野

外国語

区分 授業科目
単位数 履修学年

形態・病態制御学系



東京医科歯科大学試験規則 

 

平 成 ２ ３ 年 ４ 月 １ 日 

規 則 第 １ 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、東京医科歯科大学における全学に共通する教育科目及び専門

に関する教育科目（以下「授業科目」という。）の試験に関して、東京医科歯科大

学学則（平成１６年規程第４号。以下「学則」という。）、東京医科歯科大学全学

共通科目履修規則（平成１６年規則第２１７号。）及び東京医科歯科大学学部専門

科目履修規則（平成２２年規則第４１号。）に定めるもののほか、必要な事項を定

める。 

 

（試験の種類） 

第２条 試験は、本試験、追試験及び再試験とする。 

 

（試験の方法） 

第３条 試験は、筆答試験、コンピュータ活用試験、口答試験及び実地試験のいず

れかによって行う。 

 

 （本試験） 

第４条 本試験は、定期試験及び共用試験をいう。 

２ 共用試験は、医学部医学科及び歯学部歯学科において行う。 

 

（定期試験） 

第５条 定期試験とは、履修した授業科目について行う試験をいう。 

２ 定期試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 定期試験を受験することのできる者は原則として次のとおりとする。 

(1) 講義及び演習  当該授業科目の授業時間数の３分の２以上履修した者 

(2) 実習  当該授業科目の授業時間数の４分の３以上履修した者 

４ 定期試験の結果は、公示する。 

５ 第３項に定めるもののほか、定期試験の受験資格に関し必要な事項は、医学部、

歯学部又は教養部（以下「部局」という。）において別に定めることができる。 

 

（共用試験） 

第６条 共用試験とは、知識・問題解決能力を主として評価する多肢選択形式のコ

ンピュータ活用試験（ＣＢＴ）及び技能・態度を主として評価する客観的臨床能

力試験（ＯＳＣＥ）をいう。 

２ 共用試験の実施日時は、試験実施日の２週間前までに公示する。 

３ 共用試験を受験することのできる者は医学部医学科及び歯学部歯学科において



別に定める。 

４ 共用試験の結果は、公示する。 

 

（追試験） 

第７条 追試験とは、病気、その他止むを得ない理由により本試験を受験できなか

った者に対して行う試験をいう。ただし、追試験は原則として１回限りとする。 

２ 追試験を受験しようとする者（以下「追試験申請者」という。）は、所定の受験

申請書に医師の診断書等の証明書類を添えて、本試験終了後原則として５日以内

に医学部長、歯学部長又は教養部長（以下「学部長等」という。）に願い出て、許

可を受けなければならない。 

３ 学部長等は、前項の申請について、教育委員会又は教務委員会と協議のうえ、

その可否を決定し、追試験申請者に通知するものとする。 

４ 追試験受験決定が否の場合は、本試験を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第２項に定めるもののほか、追試験の申請に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

 

（再試験） 

第８条 再試験とは、本試験又は追試験を受験し、不合格となった者に対し行う試

験をいう。ただし、再試験は、原則として１回限りとする。 

２ 再試験の実施日時は、指定の期日までに公示する。 

３ 再試験は当該学部長等の判断により、受験を許可しないことがある。 

４ 再試験受験決定が否の場合は、当該授業科目を不合格とする。 

５ 試験の結果は、公示する。 

６ 第３項に定めるもののほか、再試験の許可に関し必要な事項は、部局において

別に定めることができる。 

 

（試験の成績） 

第９条 本試験、追試験及び再試験による成績については、科目責任者が１００点満

点で採点し、６０点以上を「当該科目の到達目標のうち最低限を達成した」もの

として合格とする。 

２ 共用試験の成績については、前項の規定にかかわらず、医学部医学科及び歯学部

歯学科において別に定める。 

 

（成績の報告） 

第１０条 科目責任者は、本試験、追試験及び再試験について所定の用紙に採点結

果を記入し、指定の期日までに当該学部長等に報告しなければならない。 

２ 医学科教育委員会委員長又は歯学科教育委員会委員長は、共用試験について所

定の用紙に採点結果を記入し、指定の期日までに当該学部長に報告しなければな

らない。 

 



（罰則） 

第１１条 試験において不正行為があったときは、学則第５８条の規定による懲戒

の手続きをとるものとする。  

 

（補則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、試験に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部試験規則（平成１６年規則２０２号）は廃止する。 

３ 東京医科歯科大学歯学部試験規則（平成１６年規則２１４号）は廃止する。 

４ この規則は、平成２３年３月３１日において現に医学部または歯学部に在学する者（以

下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以降在学者が所属する学年に再入 学、転

入学するものについては、改正後の規則にかかわらず、なお従前の東京医科 歯科大学

医学部試験規則または東京医科歯科大学歯学部試験規則の例による。 

附 則（平成２８年３月３１日規則第７４号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 



東京医科歯科大学医学部保健衛生学科試験内規 

 

平 成 ２ ３ 年  ２ 月 １ ６ 日 

     医 学 部 保 健 衛 生 学 科 長 制 定 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は、東京医科歯科大学試験規則（平成２３年４月１日規則第１号。以下「試験規則」

という。）第７条第６項及び第８条第６項並びに第１２条に基づき、医学部保健衛生学科に

おける専門に関する教育科目の試験に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

 （追試験） 

第２条 追試験の時期は、原則として各期の期間内に実施するものとする。 

 

（再試験） 

第３条 再試験の時期は、原則として各期の期間内に予め設定した再試験期間内に実施するものとす

る。ただし、第４学年で履修した科目の再試験は、第４学年の年度末とする。 

２ 再試験の実施日時は、試験実施日２週間前までに公示する。 

３ 再試験を受験しようとする者は、所定の申請書により、原則として試験期日３日前までに医学部

長に願い出なければならない。 

 
附 則 

１ この内規は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 東京医科歯科大学医学部に平成２３年３月３１日に在学し、引き続き本学部の在学者となったも

の（以下「在学者」という。）及び平成２３年４月１日以後在学者の属する学年に再入学、転入学

及び編入学する者に係る試験については、この内規の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 附 則 

１ この内規は令和５年４月１日から施行する。 

 

 



東京医科歯科大学学部教育におけるＧＰＡ制度 
取り扱いに関する要項 

 

平成２８年３月３１日 

制        定 

 

（目的） 

第１条 東京医科歯科大学の学部教育におけるＧＰＡ (Grade Point Average) 制度の運

用については、東京医科歯科大学全学共通科目履修規則（平成１６年制定）、東京医科

歯科大学医学部医学科専門科目履修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学医学部

保健衛生学科履修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学歯学部歯学科専門科目履

修内規（平成２３年制定）、東京医科歯科大学歯学部口腔保健学科専門科目履修内規

（平成２３年制定）に定めるほか、この要項の定めるところによる。 

 

（定義） 

第２条 この要項において、ＧＰＡとは、個々の学生の学習到達度をはかる数値で、履修登

録した科目毎の評価（Ａ＋,Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｆ）を４から０までの点数に置き換えて単位数

を掛け、その総和を履修登録単位数の合計で割った平均点とする。 

２ ＧＰＡ対象授業科目は、次の各号を除く授業科目とする。 

(1) Ａ＋,Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｆによる学習の評価を行わない科目  

(2) 他大学等で単位を修得し、本学として学習の評価を行わず「認定」とした科目 

(3) 卒業要件に含まない科目のうち学生が申請して学科等が認めた科目（成績表ではＧＰ

Ａ除外科目として明示される） 

(4) ＧＰＡへの算入が適当でないと学科等が認めた科目（シラバスおよび成績表ではＧＰ

Ａ除外科目として明示される） 

 

（学習の評価及びＧＰ） 

第３条 学習の評価及び Grade Point（ＧＰ）は、次のとおりとする。 

評 価 ＧＰ 評価基準 

Ａ＋ ４．０ 当該科目の到達目標を期待された水準を超えて達成した 

Ａ ３．５ 当該科目の到達目標を全て達成した 

Ｂ ３．０ 当該科目の到達目標を概ね達成した 

Ｃ ２．０ 当該科目の到達目標のうち最低限を達成した 

Ｄ １．０ 当該科目の到達目標を達成していない 

Ｆ ０．０ 到達目標の達成度を評価できない 

（ＧＰＡの種類及び計算方法） 

第４条 ＧＰＡは、当該学年に履修した第２条第２項に定めるＧＰＡ対象授業科目につい



て、「当該年度のＧＰＡ」、「累積ＧＰＡ」に区分し、各区分は次に定める方法により計算

するものとする。 

 

＊ ＧＰＡの計算式 

（ ４×Ａ＋取得単位数＋３．５×Ａ取得単位数＋３×Ｂ取得単位数 

当該年度の  ＋２×Ｃ取得単位数＋１×Ｄ取得単位数＋０×Ｆ取得単位数） 

ＧＰＡ＝                     当該年度の総履修登録単位数 

 

（４×Ａ＋取得単位数＋３．５×Ａ取得単位数＋３×Ｂ取得単位数 

累 積    ＋２×Ｃ取得単位数＋１×Ｄ取得単位数＋０×Ｆ取得単位数） 

ＧＰＡ＝                        総履修登録単位数 

 

２ 前項の計算式において、総履修登録単位数には不可となった科目の単位を含むが、履修

取消とした科目の単位は含まない。 

３ 計算値は四捨五入して小数第２位まで求めるものとする。 

 

（ＧＰＡ計算期日） 

第５条 ＧＰＡの計算は、学年ごとに所定の期日までに確定した成績に基づいて行う。 

 

（成績証明書への記載） 

第６条 成績証明書への記載は、累積ＧＰＡを使用する。 

 

（その他） 

第７条 この要項に定めるもののほか、ＧＰＡ制度の実施に関して必要な事項は、各学科等

において、別に定める。 

 

   附 則 

１ この要項は、平成２８年４月１日から施行し、平成 28 年度入学者から適用する。 

  平成 27 年度以前入学者についても、GPA を計算する場合は、秀を A+、優を A、良を

B、可を C、不可を D、評価なしを Fとみなし、適用する。 

   附 則（平成３０年９月６日制定） 

この要項は、平成３０年９月６日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。 

 



国立大学法人東京医科歯科大学における授業欠席に関する取扱要項 
 

 
令和２年１１月３０日 

制 定 

 
（趣旨） 

第１条 この要項は、国立大学法人東京医科歯科大学（以下「本学」という。）における授業欠

席に関する取扱いについて必要な事項を定める。 

 

（公欠及びその要件） 

第２条 この要項において、公欠とは、本学が認める一定の事由によりやむを得ず正課を欠席し

た場合、これを出席として取扱うことをいう。 

２ 本学の学生が、次の各号の事由によりやむを得ず正課を欠席する場合は、これを公欠として

取扱う。 

(1) 感染症に罹患した場合 

(2) 親族が死亡した場合 

(3) 裁判員制度による裁判員又は裁判員候補者に選任された場合 

(4) その他学長が必要と認める場合 

 

（公欠の手続及び様式） 

第３条 前条第２項各号による公欠の具体的な基準及び手続については、別表のとおりとする。 

２ 前条第２項第３号又は第４号により公欠が認められた場合は、欠席届の写を回付する等の方

法により授業担当教員にその旨通知することとする。 

 

（公欠とされた学生への配慮義務） 

第４条 授業担当教員は、公欠とされた学生に対し、履修上不利とならないよう配慮するものと

する。 

 

（公欠期間中の試験の取扱い） 

第５条 公欠期間中の試験に関する追試験等の取扱いについては、当該授業科目を開講する学部

長又は研究科長の定めるところによる。 

 

（公欠以外の欠席） 

第６条 公欠以外の理由により１週間以上欠席する場合は、欠席届を速やかに各学科又は各専攻

の教務係へ提出することとする。 

 

附 則 

 この要項は、令和２年１１月３０日から施行し、令和２年４月１日から適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表（第３条関連） 

公欠事由 条件 公欠として認め

られる期間 

手続等 

感染症に罹患した場

合 
学校保健安全法施行

規則（昭和３３年６

月１３日文部省令第

１８号）第１８条 

に規定する感染症に

罹患した場合、又は

感染しているおそれ

がある場合 

学校保健安全法施行

規則（昭和３３年６

月１３日文部省令第

１８号）第１９条 

に規定する期間 

欠席届と証拠となる

書類（診断書等）を

添付し、担当係へ提

出すること。 

親族が死亡した場合 配偶者及び１親等、

２親等の親族の死亡

に伴い必要と認めら

れる葬儀、服喪その

他の行事のため授業

に出席できなかった

場合 

親族に応じ次に掲げ

る連続する暦日数

（葬儀のため遠隔の

地に赴く場合にあっ

ては、往復に要する 

日数を加えた日数）

の期間 

欠席届と証拠となる

書類（会葬礼状等）

を添付し、担当係へ

提出すること。 

配偶者及び１親等の

親族の場合（父母・

子）は、死亡した日

から起算して連続７

日（休日を含む。） 

２親等（祖父母、兄

弟姉妹等）の場合

は、死亡した日から

起算して連続３日

（休日を含む。） 

裁判員制度による裁

判員又は裁判員候補

者に選任された場合 

裁判員又は裁判員候

補者としての任務を

果たす場合 

裁判所へ出頭する日 欠席届と証拠となる

書類（裁判所からの

通知書等）を添付

し、担当係へ提出す

ること。 

その他学長が必要と

認める場合 

学長が必要と認める

場合 

学長が必要と認めた

期間 

欠席届と証拠となる

書類（学長が必要と

認めたことがわかる 

書類）を添付し、担

当係へ提出するこ

と。 

 



 

検査技術学専攻第３学年における臨地実習履修要件 

 2021 年度臨地実習より適⽤  

 
2021 年 7 ⽉７⽇ 

保健衛⽣学科教育委員会 
 

 
 臨地実習は、病院等において⾏われるものであり、あらかじめ、それぞれの実習を⾏うに
⼗分な基礎知識を持つことが必要であることから、3 年次前期の必修科⽬に合格したもので
なければ、これを履修することができない。 
 



 

検査技術学専攻第３学年における卒業研究（Ⅰ）履修要件 

                 
2022 年 12 ⽉ 7 ⽇ 

保健衛⽣学科教育委員会 
 
 
   卒業研究（Ⅰ）は、臨床検査および関連分野の研究を遂⾏するため⼗分な基礎知識を

持つことが必要であることから、第２学年および第３学年（前期のみ）の必修科⽬に未
履修科⽬、または不合格科⽬があるときは、卒業研究（Ⅰ）を履修することはできない。 

 
  この要件は、2023 年 4 ⽉ 1 ⽇から適⽤する。 
  



＜標題紙見本＞ 

医学部保健衛生学科レポート 

学   部 医学部 

学  科 保健衛生学科（看護学専攻） 

科 目 名 「産業保健学」 

標 題 「産業の場における看護職の五管理」 

↑ 

感想の場合は、“感想「○○○○○○○○○○○○」”と書く。

提出月日 令和○○年○月○日 

専  攻 看護学専攻 

学  年 ○学年

学籍番号 ○○○○○○○○ 

氏  名 山田 花子 

山田 花子 



産業保健の根幹を成す、産業の場で看護職が行う五管理について、その概要と業務の具体的事項

を述べる。 

・ 産業の場における看護職の五管理について

１． 産業保健と五管理

２． 作業環境管理

３． 作業管理

４． 健康管理

５． 労働衛生教育

６． 総括管理

７． まとめ

８． 参考文献

――――――――――――――――――以下省略――――――――――――――――――――

※作成要領

１．レポート本文はワープロ打ちとする。

２．フォーマットは A４版・MS 明朝体・10.5 サイズとし、横 44 文字、縦 32 行で印

字する。 

３．すべてのページの１行目右上に氏名を記載し、最終行下欄にページ番号を付す。 

※レポート本文のページ数、図、表、写真等の使用・貼付等については、担当教員

の指示に従う。 

４．表題紙は、別様とする。  

５．書き出しは 2 行目 2 コマ目から始める。 

６．英数文字は半角とする。 

６．最後に引用文献及び参考文献の記載を記載する。 

※書式は、「お茶の水醫學雑誌」に準ずる。

＜書き方例＞ 

  引用文献 

論文の場合 

1) 宮崎美砂子，春山早苗：最新地域看護学.各論２.日本看護協会出版会

；2006：81-88.

著書の一部の場合 

2) 鈴木太郎，山田華子：糖尿病性神経障害，小島次郎編 糖尿病，大学出版，東京，

1986.pp975-982.


	2022MT1.pdf
	➀2022人体
	➁2022分析Ⅰ
	③2022病原体講義Ⅰ
	④2022臨床検査総合

	2022MT2.pdf
	2022➀ 人体実習
	2022➁ 病理講義 
	2022③病理検査実習
	2022④生化学講義 
	2022⑤生化学実習
	2022⑥分析Ⅱ
	2022⑦医シス講義Ⅰ 
	2022⑧医シス実習Ⅰ
	2022⑨生理講義Ⅰ 
	2022⑩生理講義Ⅱ★差替え
	2022⑪生理実習Ⅰ
	2022⑫生理実習Ⅱ★差替え
	2022⑬病原体実習Ⅰ
	2022⑭（0501田中先生着任）免疫講義★差替え
	2022⑮遺伝子・講義 
	遺伝子・染色体検査学講義

	2022⑯医情報演習Ⅰ
	2022⑰臨床病態Ⅰ 
	2022⑱Global　Ⅰ

	2022MT3.pdf
	2022➀ 血液講義
	2022➁血液実習
	2022③分析Ⅲ
	2022④医シス講義Ⅱ
	2022⑤医シス実習Ⅱ
	2022⑥生理講義Ⅲ★差替え
	2022⑦生理実習Ⅲ★差替え
	2022⑧病原体講義Ⅱ
	2022⑨病原体実習Ⅱ
	2022⑩(0501田中先生追記)免疫実習★差替え
	2022⑪遺伝子実習
	2022⑫医学情報処理演習（Ⅱ）
	2022⑬臨床病態学（Ⅱ）★差替え
	2022⑭臨地実習
	2022⑮卒業研究Ⅰ
	卒業研究Ⅰ

	⑯GlobalⅡ

	2022MT4.pdf
	2022①公衆衛生学講義
	2022②公衆衛生学実習
	2022③医療概論・関係法規
	2022④総合講義 
	総合講義

	2022⑤卒業研究Ⅱ

	
	2022①遺伝学
	2022②生命理工学概論
	2022③生体医工学
	2022④分子生物学
	2022⑤心臓生理学
	2022⑥アドバンスド生理機能検査学
	2022⑦心電図判読
	2022⑧AI実践演習
	2022⑨Learning Medical 
	2022⑩English for Health Ⅰ
	2022⑪English for Health Ⅱ 

	
	2022❶薬理学
	2022❷短期海外研修A
	2022❸短期海外研修Ｂ
	2022❹短期海外研修C
	2022❺短期海外研修D
	2022❻Learning Medical 

	●●（まとめ）学生周知事項
	❶学生周知事項（表紙）
	❷1_2022（訂正）学生周知事項【共通】v2
	❸2022（2021より変更なし：2021台風等の自然災害や交通機関運休による休講措置 (003)
	❹諸様式
	❺書式（交付願 欠席など）
	❶【最新版】証明書交付願_医学部(2022.4～) 
	❷住所・本籍地変更届（医学部）（2022.4～）
	❸改姓届（医学部）（2022.4～）
	❹保証人変更届（医学部）（2022.4～）
	❺学生証紛失・・・
	❻授業欠席届_医学部(2022.4~)  
	❼再試験申請書 医学部（2022.4～）
	❽再試験欠席届（2022.4～）
	❾追試験申請書（2022.4~） 
	⓫参照用)休学 休学延期 復学 退学

	❻11_講義室一覧_医科歯科MAP20120127より（病棟名称変更）（工事中追加）v2

	●●（まとめ　
	※参考の見出し 
	❶_東京医科歯科大学学則HPより20220328(15p)
	❷懲戒に関する申合せ
	❸3_8-2-1-03学部専門科目履修規則_本則+別表220401より抜粋（2022入学者用）(15p)
	❹保健衛生学科専門科目履修内規161101（161129改）
	❺ 要確認20220401検査_教育課程(全学年)白黒版 
	❻H28.4.1施行：試験規則
	❼保健衛生学科試験内規23.4.1
	❽5_H28.4.1施行：GPA（HPより）20220316(2p)
	❾★6-1-07授業欠席に関する取扱要項200401
	➓10_（規則等に追加）検査技術学専攻第３学年における臨地実習履修要件（教育委員会2021年度7月より） 
	⓫レポート書式

	●●（まとめ　
	※参考の見出し 
	❶_東京医科歯科大学学則HPより20220328(15p)
	❷懲戒に関する申合せ
	❸3_8-2-1-03学部専門科目履修規則_本則+別表220401より抜粋（2022入学者用）(15p)
	❹保健衛生学科専門科目履修内規161101（161129改）
	❺ 要確認20220401検査_教育課程(全学年)白黒版 
	❻H28.4.1施行：試験規則
	❼保健衛生学科試験内規23.4.1
	❽5_H28.4.1施行：GPA（HPより）20220316(2p)
	❾★6-1-07授業欠席に関する取扱要項200401
	➓10_（規則等に追加）検査技術学専攻第３学年における臨地実習履修要件（教育委員会2021年度7月より） 
	⓫レポート書式

	⑫レポート書式
	
	8-2-1-03専門科目履修規則_本則170401（170601制定）
	8-2-1-03専門科目履修規則_別表①170401（170601制定）
	8-2-1-03専門科目履修規則_別表②170401（170601制定）


	
	0 2023_表紙_１年検査
	1 2023 人体構造学講義
	2 2023 病理検査学講義（Ⅰ）
	3 2023 生化学講義（Ⅰ）
	4 2023 分析化学検査学Ⅰ
	5 2023 医用システム情報学講義(Ⅰ)　
	6 2023 病原体検査学講義(Ⅰ)　
	病原体検査学講義(Ⅰ)

	7 2023 臨床検査総合管理学
	8 2023 多職種連携Ⅰ

	
	0 2023_表紙_2年検査
	1 2023 人体構造学実習
	2 2023 病理検査学講義
	3 2023 病理検査学実習
	4 2023 生化学講義
	5 2023 生化学実習
	生化学実習

	6 2023 分析化学検査学Ⅱ
	分析化学検査学Ⅱ

	7 2023 医用システム情報学講義(Ⅰ)
	8 2023 医用システム情報学実習(Ⅰ)
	9 2023 生理学講義
	10 2023 臨床生理検査学講義（Ⅰ）
	11 2023 生理学実習
	12 2023 臨床生理検査学実習（Ⅰ）
	13 2023 病原体検査学実習(Ⅰ)
	14 2023 免疫検査学講義
	15 2023 遺伝子・染色体検査学講義
	16 2023 医学情報処理演習（Ⅰ）
	医学情報処理演習(Ⅰ)

	17 2023 臨床病態学（Ⅰ） 
	18 2023 薬理学
	19 2023 Global Communication（Ⅰ）
	
	0 2023_表紙_2年検査
	1 2023 人体構造学実習
	2 2023 病理検査学講義
	3 2023 病理検査学実習
	4 2023 生化学講義
	5 2023 生化学実習
	生化学実習

	6 2023 分析化学検査学Ⅱ
	分析化学検査学Ⅱ

	7 2023 医用システム情報学講義(Ⅰ)
	8 2023 医用システム情報学実習(Ⅰ)
	9 2023 生理学講義
	10 2023 臨床生理検査学講義（Ⅰ）
	11 2023 生理学実習
	12 2023 臨床生理検査学実習（Ⅰ）
	13 2023 病原体検査学実習(Ⅰ)
	14 2023 免疫検査学講義
	15 2023 遺伝子・染色体検査学講義
	16 2023 医学情報処理演習（Ⅰ）
	医学情報処理演習(Ⅰ)

	17 2023 臨床病態学（Ⅰ） 
	18 2023 薬理学
	19 2023 Global Communication（Ⅰ）

	
	1 2023 遺伝学
	3 2023 生命理工学概論
	4 2023 分子生物学
	8 2023 AI実践演習
	9 2023 Learning Medical English
	10 2023 English for Health Care Scienceｓ（Ⅰ）
	11 2023 English for Health Care Scienceｓ（Ⅱ）
	12 2023 短期海外研修B


	
	⓪2023_表紙_3年検査（Webclass用）
	1 2023 血液検査学講義
	2 2023 血液検査学実習 
	3 2023 分析化学検査学Ⅲ 
	4 2023 医用システム情報学講義(Ⅱ) 
	5 2023 医用システム情報学実習(Ⅱ) 
	6 2023 生理検査学講義（Ⅲ）
	7 2023 生理検査学実習（Ⅲ）
	8 2023 病原体検査学講義(Ⅱ) 
	9 2023 病原体検査学実習(Ⅱ) 
	10 2023 免疫検査学実習 
	11 2023 遺伝子検査学実習 
	12 2023 医学情報処理演習（Ⅱ） 
	13 2023 臨床病態学（Ⅱ） 
	14 2023 臨地実習 
	15 2023 卒業研究(Ⅰ) 
	16 2023 Global Communication（Ⅱ） 
	
	1 2023 遺伝学
	2 2023 生体医工学
	3 2023 生命理工学概論
	3 2023 短期海外研修C
	4 2023 分子生物学
	5 2023 心臓生理学
	6 2023 アドバンスド生理機能検査学
	7 2023 心電図判読
	9 2023 Learning Medical English
	11 2023 English for Health Care Scienceｓ（Ⅱ）


	
	⓪2023_表紙4年検査（Webclass用）
	1 2023 公衆衛生学講義 
	2 2023 公衆衛生学実習 
	3 2023 医療概論・関係法規 
	4 2023 総合講義
	5 2023 卒業研究(Ⅱ) 
	
	1 2023 遺伝学 
	4 2023 分子生物学
	5 2023 心臓生理学
	6 2023 アドバンスド生理機能検査学
	7 2023 心電図判読
	8 2023 AI実践演習
	9 2023 Learning Medical English
	10 2023 English for Health Care Scienceｓ（Ⅰ）
	11 2023 短期海外研修D 


	
	1 2023 遺伝学
	2 2023 生体医工学
	3 2023 生命理工学概論
	4 2023 分子生物学
	5 2023 心臓生理学
	6 2023 アドバンスド生理機能検査学
	7 2023 心電図判読
	8 2023 AI実践演習
	9 2023 Learning Medical English
	10 2023 English for Health Care Scienceｓ（Ⅰ）
	11 2023 English for Health Care Scienceｓ（Ⅱ）

	
	1 2023 短期海外研修A
	2 2023 短期海外研修B
	3 2023 短期海外研修C
	4 2023 短期海外研修D 
	5 2023 Learning Medical English 

	
	①東京医科歯科大学学則　全文（新カリキュラム）20230324
	②懲戒に関する申合せ
	③（黒字）01-2_学部専門科目履修規則　全文（新カリキュラム）v2 0317より保健衛生抜粋（16P）_20230324（2023入学者適用）
	④保健衛生学科専門科目履修内規161101（161129改）
	⑤20230401検査_教育課程(全学年)白黒版 
	⑥H28.4.1施行：試験規則
	⑦※【R5.4.1施行】保健衛生学科試験内規
	⑧5_H28.4.1施行：GPA（HPより）20220316(2p)
	⑨授業欠席に関する取扱要項200401
	⑩検査技術学専攻第３学年における臨地実習履修要件（教育委員会2021年度7月より） 
	⑪【決定】2023年度から 検査技術学専攻第３学年における卒業研究(Ⅰ)履修要件
	⑫レポート書式

	
	①東京医科歯科大学学則　全文（新カリキュラム）20230324
	②懲戒に関する申合せ
	③（黒字）01-2_学部専門科目履修規則　全文（新カリキュラム）v2 0317より保健衛生抜粋（16P）_20230324（2023入学者適用）
	④保健衛生学科専門科目履修内規161101（161129改）
	⑤20230401検査_教育課程(全学年)白黒版 
	⑥H28.4.1施行：試験規則
	⑦※【R5.4.1施行】保健衛生学科試験内規
	⑧5_H28.4.1施行：GPA（HPより）20220316(2p)
	⑨授業欠席に関する取扱要項200401
	⑩検査技術学専攻第３学年における臨地実習履修要件（教育委員会2021年度7月より） 
	⑪【決定】2023年度から 検査技術学専攻第３学年における卒業研究(Ⅰ)履修要件
	⑫レポート書式

	
	
	8-2-1-03専門科目履修規則_本則170401（170601制定）
	8-2-1-03専門科目履修規則_別表①170401（170601制定）
	8-2-1-03専門科目履修規則_別表②170401（170601制定）



	fill_4: 
	comb_1: 
	fill_1: 
	fill_7: 
	undefined: 
	undefined_2: 
	TEL: 
	  TEL: 
	fill_9: 
	undefined_3: 
	undefined_4: 
	TEL_2: 
	  TEL_2: 
	fill_5: 
	fill_6: 
	fill_4_2: 
	comb_1_2: 
	fill_1_2: 
	undefined_5: 
	undefined_6: 
	TEL_3: 
	fill_7_2: 
	undefined_7: 
	undefined_8: 
	TEL_4: 
	  TEL_3: 
	fill_5_2: 
	fill_6_2: 
	fill_2: 
	fill_1_3: 
	fill_2_2: 
	fill_1_4: 
	fill_3: 
	fill_4_3: 


